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ここに掲載されている情報は、発表日時点の内容です。その後予告なしに変更されることがありますので、あらかじめご了
承ください。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年12月13日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IBM6100で建築設計を効率よく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『統合建築エンジニアリング・シリーズ』を発表

　　　　日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、13日、当社のUNIX TM*1 対応の汎用エンジニアリング・ワー
クステーションである「IBM6100 プロフェッショナル・ワークステーション」の適用範囲をさらに拡張する建築設 計用統
合ソフトウェア「IBM統合建築エンジニアリング・シリーズ（A＆Eシ リーズ：Architecture　＆　Engineering　serie s）」
を発表しました。

　　　　今回発表した「IBM統合建築エンジニアリング・シリーズ（A＆Eシリーズ） 」は、CADを中心にした建築設計業
務の各過程に必要な機能に加えて、ロジ ェクト管理や報告書作成の機能も備えた3次元設計・製図・エンジニアリング用
の統合ソフトウェアです。建築CADではこれまで、CADAM TM*2 （統合設計 製図システム）、CATIA TM*3 （3次元形状
処理システム）などの機械系CA D／CAMソフトが多く使われていましたが、建築設計者専用に建築設計業務に 必要な機
能と使い易さを追及し開発したものです。建築設計の各過程の処理を建 築技師や設計家の机上の「IBM6100」で容易に、
かつ、経済的に行えるよ うになります。

　　　　1台の「IBM6100」で利用できることはもちろん、複数の「IBM610 0」をLAN接続して利用できるので、プロ
ジェクト関係者間での情報交換やプ ロジェクト全体の管理が一層効率的に行えます。さらに、データベースの共用も で
きるので各設計者間でのデータの整合性を保て、設計にかかる時間とディスク ・スペースの節約もできます。

　　　　「IBM統合建築エンジニアリング・シリーズ（A＆Eシリーズ）」は、基本と なる「グラフィック・アプリケー
ション」をはじめ合計8つのモジュールで構成 され、お客様は必要なモジュールを選択して利用できます。各モジュール
は建築 設計プロジェクト初期の過程から構造設計、フロアーモデル、そして配管・照明 設計などの各適用業務に対応しま
す。また、このソフトウェアが提供していない 機能もお客様自身で容易に開発できるので、幅広く適用できるととも
に、より統 合化されたシステムを構築できます。

　　　　同新製品は、建築業者や設計事務所などで利用する他、各モジョールの選択によ り、竣工図面管理、各種設備
の変更用に不動産業などで施設管理用に利用できま す。
この新製品の主な特長は以下の通りです。
−使いやすいメニュー方式で利用でき、使用頻度の高いコマンドは、プログラム 　機能キーによりオペレーションを簡素化できます
−一度に同一画面上に複数の画面を映しだすマルチ・ウィンドー機能を備えてい 　るので、設計などを様々な角度から比較検討、吟味できます
−図面の登録・保管とその取り出しが容易です
−グラフィックとグラフィック以外のデータを統合して、データ管理を容易に行 　えます
−建築物の節点や色の定義、また建築物の影や光線反射の計算なども容易に行え 　、図面状の単位変換（メートル→フィート、インチ）も即時にできます
−機械や電気などのエネルギー、負荷の解析機能と配管の設計・解析機能があり 　ます
−図形要素の移動、追加、削除など設計変更にも容易に対応できます

この新製品の開発は、米国Skidmore,Owings　＆　Merril l社（SOM社：スキッドモア・オウィングス・アンド・メリル社）
で、各モジ ュールとも1989年3月から利用できます。なお、各モジュールの使用料金（ 一括払い）は以下の通りです。
　　　　グラフィック・アプリケーション　　　　　　　　　￥　　576,000.
　　　　レンダリング・アプリケーション　　　　　　　　　￥　　576,000.
　　　　構造アプリケーション　　　　　　　　　　　　　　￥ 1,037,000.
　　　　エネルギー・アプリケーション　　　　　　　　　￥　　115,200.
　　　　HVACアプリケーション　　　　　　　　　　　　　￥　　480,000.
　　　　配管アプリケーション　　　　　　　　　　　　　　￥　　460,800.
　　　　電力アプリケーション　　　　　　　　　　　　　　￥ 1,536,000.
　　　　照明アプリケーション　　　　　　　　　　　　　　￥ 1,037,000.

　　　　当社は、本年9月にIBM6100現行モデルの処理能力を25％向上させた新 モデル、床置型「6150システム装置135
型」とコンパクトなデスクトップ 型「6151システム装置130型」を発表しています。IBMでは、この新モ デルの発表を機
に「IBM6100プロフェッショナル・ワークステーション」 をAIX TM*4 （アドバンスド・インタラクティブ・エグゼクティ
ブ）ファミリー （IBMでのUNIX対応）の汎用中型プロセッサーとして位置付け、科学技術 分野はもちろん事務処理分野
へも用途を広げています。

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
＊1　AT＆T（米国）の開発・許諾製品です
＊2　CADAM社（米国）の商標です
＊3　ダッソー・システムズ社（フランス）の商標です
＊4　IBM　Corp.の商標です



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年12月12日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　社員食堂をキャッシュレス・システム化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IBM4680
　　　　　　　　　　　　　　　カフェテリア・キャッシュレス・システム（CCAS） 

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、12日、社員食堂や会社内 の売店での支払いのキャッシュレス化に役立
つソフトウェア、IBM4680カ フェテリア・キャッシュレス・システム（CCAS）を発表しました。 

CCASは、昭和61年3月に発表した小売業向けのPOSシステムのIBM4 680ストア・システムとともに使用するソフトウェア
で、当社本社ビルや大和 研究所のカフェテリアで活用中のシステムを汎用化し、パッケージにしたもので す。 

社員食堂や社内の売店に設置したIBM4680ストア・システムへチェッカー が品目、金額等を入力した後、利用者が自分のID
カードの磁気ストライプを読 み取らせるだけで、社員は代金支払い処理を済ますことができます。このため、 その場で現
金の持ち合わせが無くても代金の支払い処理ができるだけではなく、 食堂や売店の繁忙時の待ち時間を短縮できます。ま
た、CCASの各社員の利用 データを、オンラインで、または月ごとにディスケットにまとめたものを一括し て、ホスト・コ
ンピューター内に作成した給与管理システムで処理すれば、個々 の社員の支払い分を給与から自動的に引き落とせるように
なります。 

本日発表のカフェテリア・キャッシュレス・システムの主な特長は次の通りです 。 

　　　1.IDカードによるキャッシュレスの実現
　　　　　購入品目、単価、数量等をレジスター同様に入力し、購入者のIDカードの磁気ストライプを
　　　　　機械に読み取らせるだけで「支払い作業」は終わりです。精算の処理時間を短縮し、繁忙時
　　　　　の待ち時間を短かくすることができます。もちろん、現金による支払いも行えます 

　　　2.毎月の給与からの自動引き落とし
　　　　　利用ごとにその料金と当月の利用累計金額がレシートに印刷されますので、そのつど確認で
　　　　　きます。また、CCASのデータを、ホスト・コンピューターで稼動する給与システムで利用す
　　　　　ることによって、個々の社員の支払い分を毎月の給与から自動的に引き落とせるようになり
　　　　　ます 

　　　3.カロリー・コントロールによる栄養管理の促進
　　　　　カフェテリアで利用する場合には、自分の食事の合計カロリーもレシートに印刷されますので、
　　　　　カロリー・コントロールの目安がつけられます 

　　　4.制御装置間通信（ICC）によるノーダウン・システム（ICCはオプション）
　　　　　POS端末機を接続したストア制御装置に万一障害が生じた場合でも、予備の制御装置へ即時
　　　　　に切り替えて、レジ業務に支障をきたすことなく支払い処理を続行させることができます 

このソフトウェアの使用料金は60万円（一括払い）で、本年末より出荷を開始 します。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上



昭和63年12月1日

金融新時代のディーリング・システム
DR-one TM1* の発表

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、1日、金融の自由化、国際化がもたらす金融新時代に適応できるディーリ
ング・システム用ソフトウェア、DR-one（Dealing　Room-Online　Networking　Environment）を発表しました。

DR-oneは、新しい種々の情報をリアルタイムで取り入れ、最も有利な条件で取引が行えるよう、ディーラーに対し的確、迅
速な意思決定を支援するものです。

DR-oneの主な特長は：

1. 外国為替レート、株式市況や債権相場などのディジタル情報と政治、経済、社会ニュースなど市況に影響を与えるアナロ
グ情報の両方を1台の表示装置に複数のウインドー（マルチ・ウインドー）で表示します

2. 全ディーラー間の共通のコミュニケーションの場を提供します。チーフ・ディーラーの指示のもと、一斉にドルを買いたい
ような状況の時、「全員ドル買い」というメッセージを、即時にLANに接続されたディーラー端末に伝えられます

3. DR-oneのアプリケーション・インターフェースの規定に準拠した他のAIなどを駆使した売買の意思決定支援システムや取
引高を管理するポジション管理システムなどの各種ディーリング・サポート・アプリケーションを統合し、拡張性と柔軟性
に優れたディーリング・システムが構築できます

DR-oneは、当社のパーソナルシステム／55 TM2* およびパーソナルシステム／2 TM*2 上稼働し、1システム当りパーソナル
システム／55では最高4台、パーソナルシステム／2では最高3台の表示装置をサポートします。

DR-oneは、6本のソフトウェアで構成され、各々の主な特長は次のとおりです。
1. システム管理プログラム
システムのサービスや障害状況の把握をしたりディーラー・ワークステーションの稼働状況などを監視・管理します

2. ディーラー・ワークステーション・プログラム
ディーラー・ワークステーションを制御し、ディジタル情報とアナログ情報を最高4台の表示装置にマルチ・ウインドーで表
示します

3. ロイター・ページ・サーバー・プログラム
ロイター社からの金融市場情報および各種経済情報を取り込むソフトウェアです

4. テレレート・ページ・サーバー・プログラム
テレレート社からの金融市場情報および各種経済情報を取り込むソフトウェアです

5. ブラックボード・サーバー・プログラム
全ディーラー共通のコミュニケーションの場を提供し、迅速な全社的な意思決定やその瞬時の伝達に効力を発揮します

6. ビデオ・インターフェース・サーバー・プログラム
外部から取り入れた海外ニュース等のアナログ情報を提供するソフトウェアです

DR-oneは、オーストラリアのB.S.マイクロコンプ社開発のパフォーマンスを重視したディーラー端末用ソフトウェアで、販
売代理権を取得し金融業界における主要ソフトウェアのひとつとして販売していくものです。

日本語版  (パーソナルシステム /55 用）

製品名 一括払料金 利用可能予定

システム管理プログラム ￥3,840,000 1989年5月31日

ディーラー・ワークステーション・プログラム ￥998,000 1989年5月31日

ロイター・ベージ・サーバー・プログラム ￥3,840,000 1989年5月31日

テレレート・ベージ・サーバー・プログラム ￥3,840,000 1989年5月31日

ブラックボード・サーバー・プログラム ￥3,072,000 1989年5月31日

ビデオ・インターフェース・サーバー・プログラム ￥3,840,000 1989年5月31日

英語版　 (パーソナルシステム /2 用）

製品名 一括払料金 利用可能予定

システム管理プログラム ￥3,200,000 1988年12月26日

ディーラー・ワークステーション・プログラム ￥832,000 1988年12月26日

ロイター・ベージ・サーバー・プログラム ￥3,200,000 1988年12月26日

テレレート・ベージ・サーバー・プログラム ￥3,200,000 1988年12月26日

ブラックボード・サーバー・プログラム ￥2,560,000 1988年12月26日

プレスリリースプレスリリース
金融新時代のディーリング・システム　DR-one TM1* の発表



ビデオ・インターフェース・サーバー・プログラム ￥3,200,000 1989年　3月31日

製品名 一括払料金 利用可能予定

TM1＊：B.S.マイクロコンプ社の商標です
TM2＊：IBM　Corp.の商標です



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年12月1日 

　　　　　　　　　　　　　−UNIX対応の適用業務開発・利用がさらに容易に− 

　　　　　　　　　　　　　　　AIX TM*1 ／6100に日本語処理機能を追加 

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、1日、当社が提供するUN IX *2 対応のオペレーティング・システム
（OS）の一つである、AIX（アド バンスト・インタラクティブ・エグゼクティブ）／6100に本格的な日本語処 理機能を追加
した、と発表しました。 

AIX／6100（昭和61年2月発表）は、世界で幅広く利用されているUN IXシステムVおよびBSD（バークレー・ソース・ディス
トリビューション） バージョン4.3と互換性があり、UNIX環境下で開発、利用されている適用 業務はそのまま活用できま
す。 

このOSは、エンジニアリング関連の業務などで幅広く利用されているIBM6 100プロフェッショナル・ワークステーションで
活用できます。 

今回の日本語処理機能の追加により、AIX／6100は、以下のように適用業 務の開発、発展に容易に対応して行けます。 

1）日本語を含んだデータの入力と出力ができるとともに、様々なデータを一定の基準に分けて蓄え
　ておく（ファイルする）場合、それぞれのファイルの名称に漢字が使えます 

2）エンド・ユーザーがコンピューターに送る様々な指令（コマンド）に対し、コンピューターから日本
　語でメッセージが送られて来ます 

3）「C」、「FORTRAN」といった高級言語での適用業務プログラムの開発時に、日本語で、コンピュ
　ーターと適用業務の開発者とが対話形式でプログラムを作成できます 

4）ユーザー独自に使用する漢字混じりの記号なども、個々に登録し、それぞれの登録番号を指定し
　ておけば、必要な都度、容易に使えます 

当社では、UNIX対応のOSとして、AIX／6100、32ビットのIBM パーソナルシステム／2 TM*1 用のAIX　PS／2（本年6月発
表）、大型コン ピューター用のAIX／370（本年6月発表）を揃え、パソコンから大型コン ピューターまで幅広い製品体系で
UNIX環境を実現しています。 

また、本年6月には、UNIX環境に対応して行く上でのフレーム・ワークとし てAIXファミリー・デフィニションを発表し、こ
こで定義されている種々の規 約に準拠した適用業務プログラムであれば、AIX／6100、AIX　PS／ 2、AIX／370といった、
異なるOSの下でも共通に利用できるようにしま した。 

なお、日本語処理機能を含んだAIX／6100の一括払い使用料金は、50万 7200円で、現在、AIX／6100バージョン2.2を利用し
ているお客様 には無料でこの機能を追加・提供します。また、利用可能予定時期は、1989 年第1四半期です。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以
　上 

＊1　IBM　Corp.の商標
＊2　米国等でのAT＆Tの登録商標



昭和63年11月24日

IBMプリント基板設計システム
CR-3000 TM* 発表

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、24日、汎用エンジニアリング・ワークステーション「IBM6100プロフェッ
ショナル・ワークステーション」上で、プリント基板の設計から製造までを支援する統合ソフトウェア・パッケージ『IBMプリ
ント基板設計システムCR-3000』を発表しました。この製品は、株式会社　図研によって開発され、プリント基板設計業務に
広く活用されてきているもので、今回IBM6100用として電子回路の設計・開発用の当社の主要ソフトウェアのひとつとして販
売していくものです。

この統合ソフトウェア・パッケージを用いることによって、プリント基板の設計準備作業、配置設計、配線設計、アート・
ワーク設計、設計検証、帳票作成、製造データ作成といった、一貫した設計・製造工程をデスク・サイドに設置されたエンジ
ニアリング・ワークステーションで処理できます。

プリント基板は、構内電話交換機、ファクシミリやコンピューターなどの産業用機器のほか、民生用機器としてテレビやビ
デオなどの家電製品ばかりでなくカメラや自動車にまで、広く用いられています。これら民生用機器に、より高い付加価値
を付けることで製品の差別化が計られ、大きな購買層に受け入れられる「ヒット商品」となります。そのためには、外見上
の製品デザインの向上をはかるとともに、独自の機能を持ったプリント基板を開発し、多くの機能の統合や使いやすさと
いった製品機能の向上を行う必要性が高まっています。

CR-3000は、エンジニアリング・ワークステーション上で稼働し、利用したいときにいつでも使うことができます。さらに1台
の表示装置に複数のウィンドー（マルチ・ウィンドー）を表示することで設計効率や操作性を向上させ、アナログ、ディジタ
ル、アナログ・ディジタル混在の各プリント基板を設計し製造する期間の短縮化がはかれ、競争力のある製品開発に欠かすこ
とのできない設計用ソフトウェア製品です。

＊：（株）図研の商標です。

CR-3000は5本のソフトウェアで構成され、各々の主な特長は次のとおりです。

対話式アナログ基板設計基本モジュール
　　ほかのすべてのモジュールの前提となるソフトウェアで、プリント基板設計を行うために必要となる対話機能を備えて
います

対話式HIC基板設計モジュール
　　ハイブリッドIC基板設計にともなう印刷抵抗の自動発生や実装設計のための配置・配線などの機能を備えています

プロッター・サポート・モジュール
　　設計データをペン・プロッターに出力するためのソフトウェアです

CAMモジュール
　　NCサポート・モジュールの前提となるソフトウェアで、設計データからNC機器用の加工データを作成します

NCサポート・モジュール
　　プリント基板を作成するフォト・プロッターのデータを取り込むためソフトウェアです

製品名 一括払い利用料金 利用可能予定時期

CR-3000対話式 アナログ基板設計基本モジュール 890万円 1988 年 12 月 15 日

CR-3000対話式 HIC基板設計モジュール 390万円 1988 年 12 月 15 日

CR-3000 CAMモジュール　 230万円 1988 年 12 月 15 日

プロッター・サポート・モジュール CR-3000 80万円 1988 年 12 月 15 日

CR-3000 NCサポート・モジュール 130万円 1988 年 12 月 15 日

プレスリリースプレスリリース
IBMプリント基板設計システム  CR-3000 TM* 発表



昭和63年11月16日

-主記憶容量とハードディスク容量を拡張-
IBMパーソナルシステム／55 TM* モデル5540新機種を発表

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、16日、IBMパーソナルシステム／55モデル5540を、主記憶容量とハード
ディスクの面でさらに機能強化した、と発表しました。

IBMパーソナルシステム／55は、ラップトップ型のモデル5535から32ビット・マイクロ・プロセッサー、マイクロチャネル・
アーキテクチャーを搭載したモデル5570まで、幅広い製品体系で構成されています。今回機能を強化したモデル5540は、高
速プロセッサーと3.5インチ・フロッピー・ディスク装置を装備したデスクトップ型モデルで、多種多用な業種の様々な業務で
利用されています。

本日発表した新機種は、M12／M19／P12／P19の4機種であり、主記憶容量を最大13MBまで拡張でき、30メガ・バイト
（MB）のハードディスクを標準装備（M19／P19）しています。これらの機能拡張によって、IBMオペレーティング・システ
ム／2 TM* （OS／2）が提供する機能より容易に引き出せます。

これらの新機種の主な特長は、以下の通りです。

24ドット・モノクローム・モデル5541-M12システム装置
… 2HD(1440KB) 対応の 3.5インチ・ディスケット 駆動機構 2 台

24ドット・モノクローム・モデル5541-M19システム装置
… 2HD(1440KB) 対応の 3.5インチ・ディスケット 駆動機構 1 台 +3.5インチ・30MBハードディスク

24ドット・カラー・モデル5541-P12システム装置
… 2HD(1440KB) 対応の 3.5インチ・ディスケット 駆動機構 2 台

24ドット・カラー・モデル5541-P19システム装置
… 2HD(1440KB) 対応の 3.5インチ・ディスケット 駆動機構 1 台 +3.5インチ・30MBハードディスク

- 16ビット・プロセッサー（I　80286、10MHz）を搭載

- 1MBの主記憶容量を標準装備し、最大13MBまで拡張可能

- 30MBのハードディスク内蔵（M19／P19）

- 漢字フォントROMを標準装備

- RS232C／422通信ポートを標準装備

- 3.5インチ・ディスケット駆動機構（1440KB）を標準装備

- オペレーティング・システム
　 「日本語DOS　バージョンK3.4」
　 「オペレーティング・システム／2 TM* バージョンJ1.0」

なお、本日発表した新製品の価格、および出荷予定時期は、以下の通りです。

ハードウェア

製品名 価格（円） 出荷予定時期

5541-M12システム装置 600,000 1988年11月25日

5541-M19システム装置 740,000 1988年11月25日

5541-P12システム装置 745,000 1988年11月25日

5541-P19システム装置 885,000 1988年11月25日

ソフトウェア

製品名 価格（円） 出荷予定時期

日本語 DOS/BASICインタープリンターバージョンK3.4 40,000 1988年11月25日

BASIC/98 インタープリンター 39,800 1988年12月23日

BASIC/98 コンパイラー 59,800 1988年12月23日

コマキ の郵便番号 45,000 1988年11月30日

HOOPS 120,000 1988年12月23日

プレスリリースプレスリリース
主記憶容量とハードディスク容量を拡張　 IBMパーソナルシステム／55 TM* モデル5540新機種を発表



HOOPS ワークデスク 20,000 1988年12月23日

MIFES 38,000 1988年12月 9日

製品名 価格（円） 出荷予定時期

＊IBM　Corp.の商標です



昭和63年11月16日

IBMトークン・リング・ネットワークの機能を強化
16Mbpsの高速LANを提供

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、16日、IBMが提供するLAN（ローカル・エリア・ネットワーク）であるIBM
トークン・リング・ネットワークについて、データ伝送速度を現行の4Mbps（1秒間に4メガ・ビットの情報を伝送）からより高
速の16Mbpsに向上させるなど、様々な機能を強化した、と発表しました。

IBMでは、SNA（システム・ネットワーク体系）をベースとし、情報管理システムから通信ネットワーク・システムまでを包括
した「統合化システムの考えに基づいた、IBMトークン・リング・ネットワークを提供して来ています。（昭和61年9月発表）

IBMトークン・リング・ネットワークは、複数のワークステーション、汎用コンピューター、印刷装置などの様々な機器を集線
装置（IBM8228集線装置）に接続するとともに、接続された各々の機器にトークン・リング・ネットワーク用のアダプターとソ
フトウェアを組み込むことによって実現されるリング型のLANです。また、中継装置を利用することによって、複数のビル
ディングにまたがったLANを構築することもできます。

今回機能拡張した主な点は、以下の3点です。
1. 6Mbpsの伝送速度など、ネットワーク資源のより効率的な活用を実現
2. トークン・リング・ネットワーク同士の接続性を強化
3. LANを管理するソフトウェアの機能強化
高速・大容量のデータ伝送により、ネットワーク利用の効率性を飛躍的に向上

本日発表の先進的な技術を搭載したトークン・リング・ネットワーク・アダプターとソフトウェアによって、高速・大容量の
データ伝送が実現されます。これらアダプターとソフトウェアは、IEEE（米国電子電気技術者協会）の802.5標準に準拠し、
現行のトークン・リング・ネットワークが持つ高い伝送効率に基づいた信頼性を維持しながら、その機能をさらに向上させま
す。

今回の機能強化によって、16Mbpsの伝送速度を実現するとともに、一度に送信できるデータ量を現行の2キロ・バイト（KB）
から16Mbps環境で17KBに向上しました。

また、新アダプターには64KBのRAM（ランダム・アクセス・メモリー）を内蔵しています。これによって、リング上のワーク
ステーション間で共通に利用できるファイルや印刷装置を提供する役目にあるワークステーション（サーバー局）は、現行
よりも多くのワークステーション（リクエスター）に、それらの資源を提供することができるようになります。

さらに、新アダプターでは、同時に複数のワークステーションからデータの送信ができるようにするアーリー・トークン・リ
リースという方式を採用ています。トークン・リング・ネットワークでは、あるワークステーションから他のワークステー
ションに送信を行なう場合、送信局がまず、リング内を常に回っているフリー・トークン（ワークステーションがデータを送
信する権利）をつかまえなくてはなりません。現行のトークン・リング・ネットワークでは、このフリー・トークンは、送信し
たデータが、受信局に確実に届いたという応答が送信局に返って来るまで生成されません。従って、その間に第三のワーク
ステーションが、同時に送信することはできませんでした。これに対し、アーリー・トークン・リリース方式では、ある送信
局がデータを送信した後、データ到着の応答を受ける前にフリー・トークンがリング上に解放されるため、このフリー・トー
クンを第三のワークステーションがつかまえれば、そのワークステーションからもデータを送信できるようになります。こ
の方式により、同一リング上で複数のワークステーションから、同時にデータを送信することができるようになり、ネット
ワークの使用効率を大幅に高めます。

こうした様々な先進的技術の採用によって、ネットワーク利用の効率性は飛躍的に向上するとともに、イメージや音声など
大きな容量を必要とするデータを取り込んだ適用業務も、現在より容易に開発することができるようになります。

今回発表したアダプターは、同一カードで現行の4Mbps環境でも利用できます。従って、現行の4Mbpsのトークン・リング・
ネットワークに、この新しいアダプターを備えたワークステーションを追加・接続することもでき、将来のネットワーク利用
の拡張に伴なって、16Mbpsのトークン・リング・ネットワークが必要になった際にも容易に移行することができます。

トークン・リング・ネットワーク同士の接続性を強化

同じ伝送速度のリング同士はもちろんのこと、16Mbpsと4Mbpsといった異なる伝送速度で利用されているリング間を結ぶこ
ともできます（ローカル・ブリッジ）。また、今回の機能拡張によって新たに、2つのリングを通常のケーブルではなく、通
信回線を介して結ぶこともできるようにしました（リモート・ブリッジ）。これは、リング同士を結ぶための専用アダプター
とソフトウェアを組み込んだIBMパーソナルシステム／2 TM* などを橋渡し役（ブリッジ）として用いることによって実現し
ます。

これによって、各々のローカル・エリアに適した伝送速度で利用されているトークン・リング・ネットワークを、個々の稼動環
境を維持しながら、論理上つの大きなトークン・リング・ネットワークとして利用することができ、遠隔地をも包括した大規
模で柔軟なLANを構築することができます。

プレスリリースプレスリリース
IBMトークン・リング・ネットワークの機能を強化　16Mbpsの高速LANを提供



ネットワークの管理機能を強化

トークン・リング・ネットワークが効率的に稼動しているかどうかを管理するLAN官理プログラム（本年9月発表）の機能を拡
張し、16Mbpsにも対応するようにしました。今回の機能拡張によって、ブリッジによって結ばれた論理上一つのリングを、
一台の管理用ワークステーションで全体を管理できるようにしました。このプログラムには、リング上で特に重要な資源
（ブリッジなど）をあらかじめ指定しておけば、常に監視していて、異常が発生した場合には、ただちにそれを伝える機能
なども備わっています。

これによって、大規模なトークン・リング・ネットワーク全体を一元管理できるようになるとともに、ネットワークに関する
知識を持った人材を各所に配置する必要もなくなります。

また、16Mbpsの伝送速度に対応できる、光ファイバー・ケーブル専用の8220光電変換中継装置を発表しました。この8220光
電変換中継装置は、8228集線装置同士を光ファイバー・ケーブルを利用し、距離を延長してつなぐ際に使用します。この中継
装置は高度な耐障害回復機能を持っており、光ファイバー・ケーブルの両端に接続しておけば、光ファイバー・ケーブルに障
害が発生した場合にも、両端の中継装置が自動的にバック・アップ用のリングに切り換えられます。

また、16Mbpsのトークン・リング・ネットワークに、日本語DOS（ディスク・オペレーティング・システム）や日本語OS／2を
ベースとしたIBMパーソナルシステム／55 TM* モデル5550-S／T、5570-S／T、およびIBMの戦略的中・小型システムのAS／
400 TM* も接続できるようにする、という開発意向表明を同時に発表しました。

本日発表した製品の価格、および出荷予定時期は以下の通りです

ハードウェア

製品名 価格（円） 出荷予定時期

トークン・リング・ネットワーク 16/4MBPS PCアダプター 142,100 1989 年 1 月

トークン・リング・ネットワーク 16/4MBPS PCアダプター/A 142,100 1989 年 1 月

トークン・リング・ネットワーク 用 リモート・プログラム・ロード 15,000 1989 年 1 月

3745 通信制御装置 トークン・リング・アダプター タイプ2 3,840,000 1989 年 12 月

3745 通信制御装置 トークン・リング・アダプター 交換用 RPQ 576,000 1989 年 12 月

3174 制御装置 16/4MBPSトークン・リング・ゲートウェイ 869,400 1989 年 9 月

3174 制御装置 タイプ3A 16/4MBPS 通信 アダプター 579,600 1989 年 9 月

シリーズ/1 トークン・リング・アダプター 960,000 1989 年 8 月

ES/9370 16MBPSトークン・リング・アダプター 608,400 1989 年第 2 四半期

8220 光電変換中継装置 576,000 1989 年 4 月

ソフトウェア

製品名 価格（円） 出荷予定時期

PC-LAN 支援 プログラム V1.1 9,600 1989 年 1 月

TRN PCブリッジ・プログラム V2.0 255,200 1989 年 3 月

TRN PCブリッジ・プログラム V2.1 255,200 1989 年 8 月

LAN 管理 プログラム V2.0 479,200 1989 年 4 月

LAN 管理 プログラム 基本版 1.0 159,200 1989 年 4 月

PCネットワーク・ブリッジ・プログラム 799,200 1989 年 5 月

＊IBM　Corp.の商標です



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年11月11日 

　　　　　　　　　　　　　　　　第二回『日本IBM科学賞』受賞者決定
　　　　　　　　　　　　　　　　　6件の基礎研究、若手研究者8氏に 

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、昨年6月に創立50周年を 記念して創設した『日本IBM科学賞』の第二回
の選考・審査をこのほど終え、 11日、6件8人の晴れの受賞者を発表しました。同賞授賞式は今月15日に行 われます。 

本賞は、日本の物理、科学、コンピューター・サイエンス、エレクトロニクスの 4分野の基礎研究で、優れた研究活動を行
なっている若手研究者に対して贈られ るもので、日本の基礎科学研究の振興と若手研究者の育成に寄与することを目的 と
しています。 

本年は6月16日から8月17日まで、受賞候補者の推薦募集をおこない、国内 の大学や公的研究機関から、原則として45歳以
下の若手研究者を推薦していた だきました。その結果、計79件の応募の中から厳正な選考・審査を重ねた結 果、6件の研究
に対して授与することを決定しました。本賞の審査には7名の審 査委員会（審査委員長・福井謙一財団法人基礎化学研究所
長）による審査の他 に、選考段階で多くの学識経験者・研究者の方々の意見を反映させています。受 賞者には賞状と賞金
（1件300万円）、および記念メダルが贈呈されます。 

　受賞者と業績は次の通りです。なお、年齢は応募締切時のものです。 

＜物理分野＞ 

−高温超伝導体における　　北澤　宏一　　45歳　　東京大学工学部
　超伝導性の実証と超伝　　　　　　　　　　　　　　　　　工業化学科教授
　導物質の同定 

　　　　　　　　　　　　　内田　愼一　　40歳　　東京大学工学部
　（3氏合同受賞）　　　　　　　　　　　　　　　　　 附属総合試験所助教授授

　　　　　　　　　　　　　高木　英典　　27歳　　東京大学工学部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　附属総合試験所助手 

−高分子液体の粘弾性の　　土井　正男　　40歳　　東京都立大学理学部
　レプテーション理論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物理学科助教授 

＜化学分野＞ 

−有機アルミニウム化合　　山本　　尚　　45歳　　名古屋大学工学部
　物を用いる精密化学合　　　　　　　　　　　　　　　　　応用化学科教授
　成反応の開発 

＜コンピューター・サイエンス＞ 

−機械翻訳システムにお　　辻井　潤一　　39歳　　京都大学工学部
　ける文法・辞書方式の　　　　　　　　　　　　　　　　　電気工学科助教授
　研究 

−大規模離散システムの　　室田　一雄　　33歳　　東京大学工学部
　構造解析手法の研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計数工学科助教授

＜エレクトロニクス＞ 

−半導体レーザーからの　　大津　元一　　37歳　　東京工業大学大学院
　超高コヒーレント光発　　　　　　　　　　　　　　総合理工学研究科助教授
　生 

なお、授賞式は15日（火）午後3時から、東京・ホテルオークラ別館2階の「 春日」の間で行ないます。また、授賞式のあ
と、本賞を記念してストックホルム 大学物理学教授でノーベル物理学賞審査委員長のG.エクスポン博士と、高温超 伝導の
研究で'87年度ノーベル物理学賞を受賞したIBMチューリッヒ研究所 のJ.G.ベドノルツ博士の両氏による記念講演を行いま
す。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上



昭和63年10月25日

-汎用中・小型システムでのネットワーク展開を柔軟かつ経済的に-
専用ソフトとアダプターを発表

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、25日、IBM　AS／400 TM* やIBMシステム／36、38といった汎用中・小型
コンピューターをホスト・コンピューターとしたネットワーク展開をより柔軟かつ効率よく進めて行けるようにするため、こ
れらの製品とIBMパーソナルシステム／55 TM* 間の接続性を強化・拡張するソフトウェアとアダプターを発表しました。

IBMパーソナルシステム／55をAS／400、システム／36、38をホスト・コンピューターとしたネットワークのワークステー
ションとして使うには、ワークステーション側に日本語5250パーソナル・コンピューターという名称のソフトウェアが必要で
す。また、公衆回線などを介して遠隔ワークステーションとして利用する際には、同じくワークステーション側に遠隔制御
装置を設置して接続する必要があります。

本日の発表は、遠隔制御装置を使わずに遠隔ワークステーションとして利用できるようにする遠隔5250アダプター／プログ
ラム・キットと、すでに多くのお客様に利用されている日本語5250パーソナル・コンピューターの機能拡張です。

これらの製品の概要と特長は以下の通りです。

遠隔5250アダプター／プログラム・キット

今までは、AS／400やシステム／36、38に公衆回線などを介してワークステーションを接続する場合、遠隔制御装置が必要
でしたが、遠隔5250アダプター／プログラムをワークステーションに組み込むことによって、遠隔制御装置を接続すること
なく、1台だけでも遠隔ワークステーションとして利用できるようになります。この遠隔5250アダプター／プログラムを利用
することによってコストの低減を図れます。

また、5250アダプター／プログラムを1台に組み込めば、組み込んだワークステーションを含めて最高4台までのワークス
テーションや印刷装置を接続することができるようになります。これによってユーザーは、柔軟かつ経済的なネットワーク
展開に加え、オフィス省スペース化も図れます。

日本語5250パーソナル・コンピューターの機能拡張

今回の機能拡張によって、AS／400の下で稼動するAS／400PCサポート・プログラムをマイクロチャネル・アーキテクチャー
を搭載したIBMパーソナルシステム／55モデル5550-S／T、モデル5570-Tにも対応できるようにしました。これによってエン
ド・ユーザーは、AS／400に蓄えられているデータをモデル5550-S／T、モデル5570-Tの下に取り込み、各々の目的に合わせ
て、加工・活用できるようになります。

また、ホスト・コンピューター上にある適用業務とワークステーション上にある適用業務のインターフェースである適用業務
プログラム・インターフェースを現在のアセンブラーに加え、高水準PC言語である「C」および「BASIC」でも利用できるよ
うにするなどの機能拡張をしました。

なお、本日発表の製品の価格と出荷予定時期は以下の通りです。

製品名 価格 出荷予定時期

遠隔5250アダプター／プログラム・キット 500,000円 1988年12月　2日

日本語5250パーソナル・コンピューター 80,000円 1988年10月25日

＊IBM CORP.の商標

プレスリリースプレスリリース
汎用中・小型システムでのネットワーク展開を柔軟かつ経済的に　専用ソフトとアダプターを発表



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年10月19
日 

　　　　　　　　　　　　　　電子メールで日・英両国語を日本企業の国際化に対応
　　　　　　　　　　　　　　　　　　統合オフィス業務ソフトODPSを機能強化 

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、19日、日本企業の国際展開 に対応し、日本語と英語を同一画面、文書
に混在して扱える電子メール・ネットワ ーク・システムを日米間を中心に構築していくのに役立つソフトウェアを発表しま
した。 

このソフトウェアは「オフィス支援・文書処理システム（ODPS：Office and　Document　Processing　System）」と呼ばれ
る 電子メール、電子ファイル、文書作成等の機能を持つソフトウェアです。同システ ムはもともと日本語対応用に開発さ
れ、昭和61年9月に製品として発表されてい たものです。 

今回の日本語と英語を併用できるODPSは、この日本語対応のシステムに、欧米 で多くの実績と定評のあるIBMの電子メー
ル、オフィス業務支援用のソフトウェ アであるPROFS（PRofessional　OFfice　System） の機能を取り入れ、日本アイ・
ビー・エムのソフトウェア開発センターで日本のお 客様の国際展開を情報通信画で支援、対応していくため新たに開発した
ものです。 

これによって、日本企業が、米国内の支社や支店に発信した日本語文の電子メール に対し、現地で同一文書中に英文の注釈
や指示を加え、現地スタッフに配布するこ ともできるようになります。また、現在、海外で活動している日本企業の多く
は、 日本の本社とのやりとりを英文で行なっていますが、現地からの英文メッセージを 国内に展開していく際、邦文で同
様の対応がとれるようになります。この結果、こ れまでよりもはるかに柔軟で効率の良い電子メール・システムが構築でき
るように なります。 

ODPSは、電子メールに限らず、様々な企業のオフィス業務の電子化の強力なツ ールとして、これまでに、金融機関や旅行
代理店、化粧品販売会社、石油販売会 社、大学など多くの企業、機関で広く利用されてきています。 

今回の新しいODPSでは、日本語・英語による電子メール機能に加えて、会議参 加者間でのスケジューリングの自動化、予
定した日時がくると音とメッセージで知 らせてくれる備忘録機能などを備えています。されに、ODPSではもともとイラ ス
ト、写真、グラフなどを含んだ複合文書作成機能がありましたが、今回、簡単な 命令で処理、実行できるように操作性を向
上させるとともに、文書のレイアウト機 能を一段と強化させました。処理スピードも改善しました。 

この電子メール、電子ファイル、オフィス業務支援用の統合システム、ODPS は、IBM　ES／3090、43XX、ES／9370 TM*
といった汎用大型コ ンピューターをホスト・システムとし、IBMパーソナルシステム／55 TM* をワ ークステーションとして
構成されます。ODPSはホスト側にのみ必要です。 

新しいODPSは必要とする機能によって価格は変わりますが、電子メールを中心 とした場合は、一括払い料金でMVS用が約
1,490万円からVM用が約370 万円からで、この価格は現行料金と同額です。ともに、本年12月から利用可能と なる予定で
す。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
以上 

補足 

ODPSはもともと、電子メールと電子ファイル機能をもつ「オフィス支援プログ ラム（OFSP：OFfice　Suport　
Program）」を基幹とし て、さらに高度な企業内印刷（インハウス・パブリッシング）用の「文書編成プロ グラム（DCP：
Document　Composition　Program） 」、DCPの機能をワークステーション上で実行する「ワークステーション文書編 成プ
ログラム（DCP／WS：WorkStation　Document　Co mposition　Program）」、ファクシミリ情報を文書に取り込んで いく
「ファクシミリ通信プログラム（Facsimile　Program）」の 4つから構成されます。今回のODPSの発表は、このうちOFSP
とDCPに関 する機能強化に関するものです。その概要は、次の通りです。 

オフィス支援プログラム（OFSP） 

ホスト・コンピューターを中央局として、ワークステーションへ文書を配布した り、保管・検索が簡単に行えるようにする
プログラムです。また、このプログラム でメモや短かい手紙程度の簡単な文書も作成できます。IBMパーソナルシステム
（PS）／55 TM* で稼働する統合ソフトウェアSMARTシリーズで作成した文 書も、このプログラムでホスト・システムに保
管したり、他のIBM　PS／55 へ送ることもできます。 

OFSPの機能強化の最大の特長は、PROFSの機能を取り入れ、日英の2か国 語が同一画面、文章中で混合して使える点で
す。電子メールによる日本と海外拠点 との交信がより柔軟かつ効率よく行なえるようになります。たとえば、米国の支社
からきた英文の問合せや照会の文書に、日本語の注釈を付け加えて国内の担当部門 や支社、支店へ回送し、その回答を米国



が夜のうちに返送するといったことがワー クステーションで行なえ、海外との時差をうまく活用した効率的な統合オフィ
ス・ システムも構築できます。 

また、オフィス業務を効率的に進めるための機能も強化しました。この新しいOF SPでは、個人のスケジュール管理も行な
えるようになっています。会議を設定す る場合、システムにその旨を伝えると、システムが参加者のスケジュールを自動的
に調べ、共通の空時間を探しだして自動的に時間を設定したり、簡単な操作で会議 室の予約と開催案内通知を一度に複数の
相手に送付できる機能を備えました。 

さらに、重要な約束や自分の覚書などを前もって指定しておいた日時に警告音とと もにその内容を表示する備忘録、メール
の到着や緊急メッセージなどを到着時にす ぐに画面に直接表示する機能、送った相手が不在の時にメールをあらかじめ指定
さ れた代理人に転送する機能なども新たに加わっています。 

文書編成プログラム（DCP） 

イラストや写真、グラフなどを含んだ複合文書を簡単に美しく作成するためのプロ グラムです。また、ホスト・コンピュー
ターの大容量データベースの情報を利用し て文書を作成したり、文書作成をいくつかのPS／55に分担させ、ホスト・コン
ピューターでひとつに統合するといった大量文書の作成もできます。 

今回の発表では操作性とレイアウトの機能を強化し、さらに処理スピードを向上さ せました。操作はいくつかの簡単な命令
で実行できるようにし、ページ枠の指定や レイアウトの段数・定義などをこれまでより詳細に設定できる機能を新たに加
え、 より多くの形式で美しい文書の作成ができるようになりました。 

DCPは、高解像度の電子ネガやアルミ箔用紙上に版下を出力できる4250印刷 装置にも接続できるので今回の機能拡張でよ
り高度なイン・ハウス・パブリッシン グにも、対応できます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　以上 

＊　IBM　Corp.の商標です。



昭和63年10月17日

-　オフィス・ワークをさらに効率良く　-
パーソナルシステム／55 TM* 新モデル発表

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、17日、ビジネスの情報化を強力に支援するIBMパーソナルシステム／55
ファミリーに新モデルを加え、同ファミリーを一段と拡充・強化したと発表しました。

今回発表した製品は、入力作業をより容易に、かつ効率よく行えるようにしたラップトップ型5535-M18システム装置、ハー
ドディスクを大きくしてアプリケーション・ソフトウェア・パッケージの選択肢と高度な業務への対応力をさらに拡充した
5551-M12／M19／P12／P19システム装置、さらに操作性に優れた現行モデルを価格性能比の面で一段と向上させたプリン
ター5577-B02印刷装置です。

情報システム化の進展したオフィス環境においては、使用する様々なオフィス機器の機能の充実はもちろんのこと、使いや
すさや小さな設置面積、また経済性などがお客様の大きな関心事となってきています。特に、ビジネスの戦略的展開を図ろ
うとする場合に、毎日の業務を遂行する上でのベースとなるワークステーションについては、様々なデータの加工・処理をで
きるかぎり簡単に行ないたい、場所を選ばずに手軽に使用したいという要望が、使用度の向上とともに高まってきていま
す。

今回の新製品は、多くの適用業務ソフトウェアを効率的に使用するための高い機能はもちろん、使い勝手の良さ、省スペー
スや経済性などの面を大きく推進させたものです。新しいラップトップ型の5535-M18システム装置では、入力頻度の高い数
値データを扱いやすくするための数値キーパッドや、入力作業を容易に行なえるようにするマウスを接続できるようにしま
した。また、5551システム装置の新モデルでは、内部記憶容量を最大16MB、標準装備のハードディスクを30MBという大容
量に拡大したため、現行機でのソフトウェア資産を無駄にすることなく、IBMの次世代のワークステーションの中核となるオ
ペレーティング・システム／2 *TM （OS／2）の高性能を有効に活用した業務の処理ができるようになります。

本日発表の新モデルの主な特長は次の通りです。

5535-M18システム装置

一人一台のOA化時代に対応し省スペースを実現したラップトップ型の新モデルです。現行モデルと同様に、文書処理、表計
算、オンライン機能を持つ各種ソフトウェアが利用できます。筐体は、高輝度・高画質なバックライト付き白黒液晶表示パネ
ルとキーボードを一体化してコンパクトにまとめられており、価格性能比にも優れた16ビット・モノクローム・モデルです。
新たに、数値キーパッドやマウスを接続できるようにしたため、面倒な入力作業がよりスムーズに行えるようになります。
また、重量も7.7kgと軽量化をはかり、可搬性も向上させました。

5551-M12／M19／P12／P19システム装置

5551システム装置-M／Pの特長を生かしながらさらに機能を拡張した、使いやすい新モデルです。接続する表示装置のタイ
プ、ハードディスクの有無によって M12／M19／P12／P19の4つのモデルがあります。拡張できる内部記憶容量の最大値をこ
れまでの15MBから16MBにするとともに、M19／P19の両モデルでは、標準装備のハードディスクをこれまでの20MBから
30MBへと拡張しました。この結果、OS／2の高機能を活用できるようになります。新モデルは、現行モデルと同様、5.25イ
ンチ・ディスケット・ドライブを搭載しています。

5577-B02印刷装置

パーソナルシステム／55はもちろん、日本語ワークステーション5578や5295-002ディスプレー・ターミナルにも接続できる、
操作性に優れた多機能プリンターです。連続用紙をセットしたままで単票印刷もできるというように、取り扱いが簡単なこ
とで定評のある5577-F02印刷装置の姉妹機で、価格性能比を向上させたモデルです。

製品名 価格 出荷予定時期

5535-M18システム装置 595,000円 1988年10月19日

5551-M12システム装置 785,000円 1988年10月28日

5551-M19システム装置 925,000円 1988年10月28日

5551-P12システム装置 935,000円 1988年10月28日

5551-P19システム装置 1,075,000円 1988年10月28日

5577-B02印刷装置 420,000円 1988年10月28日

＊IBM　Corp.の商標です。

プレスリリースプレスリリース
オフィス・ワークをさらに効率良く　パーソナルシステム／55 新モデル発表



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年10月14日 

　　　　　　　　　　　　　　　衛星通信による顧客研修ネットワーク 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仙台にも教室を開設 

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、14日、衛星通信を利用した 研修システム、ISEN（Interactive　Satellite
　Edu cation　Network：対話式衛星通信研修ネットワーク）の教室を当社 仙台事業所内にも開設した、と発表しました。 

『ISEN』は、主にお客様を対象にしたコンピューター研修システムで、東京の 研修センターで行なう講義の音声・映像を、
通信衛星「さくら3号」を介して全国 の教室のテレビ画面に送り、同時研修を行なうものです。昭和62年10月に、大 阪、名
古屋、福岡の3都市と東京のセンターの間で本格稼働を開始し、本年7月に は札幌にも教室を開設しました。現在までに約
5,000名のお客様がご利用され ています。 

このシステムの特長は、衛星回線による映像、音声の同時送受信はもとより、衛星 回線とは別にスタジオと教室を結ぶ地上
回線によっても、音声を同時送受信できる 点です。受講者は、教室の机の上に設置したボタンを操作することによって、東
京 のスタジオにいる講師とリアル・タイムで応答でき、全ての教室の受講者が、あた かも一つの教室で生の講義を受けてい
るのと同じ効果を実現しました。さらにビデ オ、パソコンなどの機器類を駆使し、より密度の高い、効果的な講義が展開で
きる 点も、このシステムのすぐれた特長です。また、各教室の定員数を、全て12人に 限定することによって、少人数で静
かな教室環境を実現したことも、このシステム ならではのことです。 

『ISEN』を利用することにより、お客様は遠隔地に居ながら、東京のセンター と同じ講義を受けることができ、出張に伴
う経費、時間などの負担から解放される わけで、そのメリットははかり知れず、たいへんなご好評をいただいています。 

今回の「仙台教室」の開設により、『ISEN』のネットワークは全国6都市を結 ぶことになります。さらに来年以降も、高
松、沖縄、広島、金沢、静岡と順次開設 し、昭和65年には全国11都市を結ぶ研修ネットワークが完成する予定です。 

なお、本日午後5時より、当社・仙台事業所（仙台市一番町4−6−1　仙台第一 生命タワービル内）1階IBM　OAセンター内
で、教室開設のテープカット、お よびデモンストレーションを行います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上



昭和63年10月5日

企業統合情報システム構築に向け分散データベースを発表
ES／3090の新モデルも同時に

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、5日、本社から全国の支店・支所に至る全社を網羅した90年代の企業統合
情報システムの構築の基盤となる先進的な「分散リレーショナル・データベース」を業界に先駆けて発表しました。

今回同時に、汎用大型のIBM　ES（エンタープライズ・システム）／3090Sシリーズ・プロセッサーの強化、拡充も行いまし
た。

当社では、90年代へ向け、中央ホストシステムとしてのES／3090（本年7月発表）とES／9370 TM* （同9月）、中小規模企
業の戦略情報システムや大企業の部門システム用にAS（アプリケーション・システム）／400 TM* （同6月）、個人単位での
様々な業務にPS（パーソナルシステム）／55 TM* -S／T（同4月）と、用途、利用形態等にあわせて種々の新製品を発表し、
製品ライン全般にわたる整備、強化をしてきました。

企業統合情報システムを構築していくには、これらの様々な規模のコンピューター・システムに、容易に照会、更新ができる
リレーショナル・データベースをもち、常に最新のデータによって、判断、処理できるようにすることが重要な点です。

そこで、分散システム内のコンピューターが、それぞれに持っているデータベースをあたかもひとつの大きなデータベース
であるかのように見立て、必要とするデータがどのコンピューターにあるか一切知らなくても、どのコンピューターからで
も、いつでも、簡単に使えるようにする必要があります。この「夢」のデータベース技術が、本日発表の「分散リレーショ
ナル・データベース」です。

一方、ES／3090Sシリーズの強化・拡充の内容は、新モデル「250S」の追加と1台の3090Sシリーズ・プロセッサーを、専用の
オペレーティング・システム（OS）をもったコンピューターがあたかも複数あるかのように働かせる「プロセッサー資源シス
テム管理機構（PR／SM：PROCESSOR　RESOURCE／SYSTEMS　MANAGER）」の機能の拡張です。

本日発表の概要は、次の通りです。

分散リレーショナル・データベース

データベースには、一般に階層型とリレーショナル型の2種類があります。階層型は、たとえば親-子-孫といった関連・関係を
あらかじめ定義しておき、この関係に基づいてデータを蓄えたり、取り出したりする方法です。効率は良い反面、その関係
を知っていないと扱いにくいものです。

これに対し、そうした関連付けを前もって一切しておかず、使用者ひとりひとりが蓄積されたデータを自分の必要とする形
に関連付けて取り出せるようにしてあるのがリレーショナル型のデータベースです。不特定多数の使用者が自分の目的、必
要に応じ容易に扱えるという利点があります。

当社では、本日発表の「分散リレーショナル・データベース」の機能を、SAA（システム・アプリケーション体系）」による
共通仕様として、大型から中小型、ワークステーションに至る、各システム用のリレーショナル・データベース管理ソフト
ウェアに組み込んでいきます。これにより、様々なコンピューターが統合して構築される企業統合情報システム内で、どの
コンピューターからでも分散されたリレーショナル・データベースをひとつのものとして取り扱えるようにします。

今回は第一段階として、ES／3090やIBM4381などのシステム間において、分散リレーショナル・データベースの機能を提供す
る新製品「データベース2（DB2）第2版リリース2」を発表しました。

ES／3090Sシリーズの強化、拡充

ES／3090Sシリーズには、モデルにより、中央記憶機構や中央処理機構などとのデータのやりとりを整理するシステム制御
機構が1つの単一プロセッサーと、2つもつ多重プロセッサーがあります。多重プロセッサーの場合、片方のプロセッサーで
適用業務システムを稼働させ、片方のプロセッサーを非常時のバック・アップとして運用させたり、保守時に稼働を中断させ
ずに済むといった高い信頼性と利用可能度をもっています。

今回、この多重プロセッサーのエントリー・モデルとして、新たに250Sモデルを加えSシリーズ計11モデル、多重プロセッ
サー・モデルでは計5種としました。この新モデルはES／3090Sシリーズの150Sの約1.9倍の処理能力をもっており、オペレー
ティング・システム（OS）と他の周辺機器を共有できるので、150Sを2台使用する場合に比べてコストを低減できます。

また、1台の3090プロセッサーで複数のOSを稼働させる場合や、複数のコンピューター・システムでそれぞれ行っていた業務
を1台のコンピューター・システムに統合して運用できるようにする「プロセッサー資源システム管理機構（PR／SM）」の機
能拡張も行いました。これまでのPR／SMでは同時に稼働可能なOSの数が、最大4つだったのを最大6つに、モデル250Sを除
く多重プロセッサーでは最大8つだったのを、最大12まで同時稼働できるようになりました。なお、120S、150S、250Sはこ
れまで通り最大4つです。これによって、それぞれの適用業務ごとに最適なOSを選択できるので、多様なシステム環境により
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柔軟に、また経済的に対応できます。

今回の主な発表製品の価格・利用料金及び利用可能時期は、つぎの通りです。

ハードウェア

製品名 価格 利用可能予定時期

ES／3090-250S 8億7,785万4千円から 昭和64年第2四半期

プロセッサー 資源 システム 管理機構 1,578万円から 昭和63年第4四半期

ソフトウェア

製品名 価格 利用可能予定時期

製品名 一括払い利用料金 利用可能予定時期

データベース2 第 2 版 リリース2 2,399万4千円から 昭和63年第4四半期

＊IBM　Corp.の商標です。



1988年10月3日

国際資金決済システムの機能強化
-IBMシステム／88　 IFTS-

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、3日、フォールト・トレラント・システム（耐故障性システム）「IBMシス
テム／88」と各種国際資金決済ネットワークを活用し、24時間グローバル・トレーディング・システムを構築するのに有効な
アプリケーション・ソフトウェア・パッケージ『IBMシステム／88　インターナショナル・ファンド・トランスファー・システ
ム』（IBM　S／88　IFTS）の機能を強化した、と発表しました。

金融の国際化が進む中で、資金・為替・証券の分野では、資金の効率的な運用をめざして、ロンドン、ニューヨーク、東京と
地球を巡る「眠らない市場」での24時間トレーディングが活発に行なわれています。これに伴い資金決済ネットワークと自
社コンピューター・システムを接続して、急増する資金決済量に迅速に対応することが必須になってきています。

今回発表の『IBM　S／88　IFTS』の機能強化は、こうした環境とニーズに対応していくためのもので、新リリースの発表と
現行リリースに対する新機能の追加がその内容です。それぞれの強化点は次の通りです。

IBM　S／88　 IFTS　リリース1.1の発表（新リリース）
　　　

従来の3つのネットワーク（SWIFT、CHIPS、テレックス）に加え、米連邦準備制度理事会が運営する米国内の銀行・支店を
対象とするネットワーク　　　　Fedwireとの接続機能

テレックスのテスト・ワード機能

国別決済処理の停止機能など

IBM　S／88　 IFTS　リリース1.0の機能追加

システム／88で稼働している他の適用業務プログラムとの連携をはかる機能

低速なテレックスとの接続機能

先の日付の支払処理を該当日に自動処理する機能など

なお、当社では、今回発表の『IBM　S／88　IFTS』に関し、次のような機能を今後開発していきます。
1. IBMシステム／370で稼働している適用業務プログラムとの連携をはかる機能
2. 複数の通貨による決済処理機能
3. SWIFT、テレックスによる支払要求を発信する際に、口座の残高を更新する機能

IBM　S／88　 IFTS　バージョン1　リリース1.0

製品名 一括払い利用料金 利用可能予定時期

基本機能 2,000万円 1988年12月

決済処理機能 1,120万円 1988年12月

SWIFT接続機能 480万円 1988年12月

国際テレックス網接続機能 400万円 1988年12月

CHIPS接続機能 1,040万円 1988年12月

上記リリース1.0に以下の製品が加わり、リリース1.1になります。

製品名 一括払い利用料金 利用可能予定時期

Fedwire接続機能 1,120万円 1988年　7月
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年9月30日 

　　　　　　　　　−ネットワークを利用した適用業務の開発・運用がさらに容易に− 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IBM−NMSの機能を拡張 

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、30日、当社の汎用VAN サービスであるIBM−NMS（ネットワーク管理
サービス）に新たにアプリケー ション・ホスト・サービス（AHS）を加え、情報通信サービス事業の内容を拡充 する、と発
表しました。 

AHSは、IBM−NMSの充実したネットワークを活かしたアプリケーション開 発のために、IBMのNMSセンターのホスト・コン
ピューターを利用できるよう にするサービスです。自社のネットワークとNMSのネットワークの両方を介して 適用業務を
開発したり、その運用を行えるようにします。このサービスを活用する ことによって、現行のネットワーク・システムを経
済的に短期間で補強したり、将 来に向け、ネットワークを柔軟に展開して行けます。 

IBM−NMSでは、現在、次の4つの分野のサービスを提供しています。 

1）ネットワーク・サービス
　　　　端末、ホスト・コンピューター、ネットワークを接続したり、情報の蓄積交換を行なうなど、VAN
　　　　の基本的なサービスを提供します 

2）アプリケーション・サービス
　　　　ネットワークを活用した様々な適用業務の開発・運用を支援します 

3）インフォメーション・サービス
　　　　社外の専門機関・団体が作成したデータ・ベースがメニュー方式で利用できます 

4）インターナショナル・サービス
　　　　オランダのIBM−IBSセンターを介し国際ネットワークの構築を支援します 

今回発表のAHSは、このうちのアプリケーション・サービス分野のものです。 現在、このサービス分野では、RCS（リモー
ト・コンピューティング・サービス ）と呼ぶサービスを提供して来ています。RCSは、ユーザーの端末とNMSセン ターのホ
スト・コンピューターを結び、適用業務の処理を行うものです。今回発表 のAHSでは、IBM−NMSに接続されたユーザーの
ネットワーク上の端末から もIBMのNMSセンターのホスト・コンピューターが利用できるなどRCSの機 能を拡張したもので
あり、IBM−NMSのネットワークを活かしたアプリケー ションを容易に開発できる環境を提供します。 

AHSのその他の大きな機能・特長は以下の通りです 

−ユーザーのホスト・コンピューターとIBMのホスト・コンピューター間で自由に通信できます。これ
　によって、適用業務の大きさによって双方のコンピューターを使い分けたり、2台のホスト・コンピュ
　ーターを利用して適用業務を段階的に処理するなど、適用業務、業務処理量に応じた柔軟なネット
　ワーク・システム展開がはかれるようになります。 

−宛先を指定した情報をIBMのホスト・コンピューターに蓄積・保管しておき、一括して配信する機能
　と併用することによって、各社の端末から送られて来る情報を蓄積し必要に応じて一括処理する蓄
　積処理アプリケーションに活用できます。 

なお、新サービスAHSは、本年12月より提供を開始します。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　
上



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年9月29日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソフトウェア業界VAN『Z−NET』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IBM−NMSを採用 

ソフトウェア開発会社の株式会社ゼロップ（国光正憲社長、本社：東京都目黒区） では、ソフトウェア開発会社各社を結ん
だこの業界初のVAN『Z−NET』を本 年11月からスタートさせるため、その準備を進めてきていますが、その基幹ネッ ト
ワークとして日本アイ・ビー・エムの汎用VANである「IBM−NMS（ネッ トワーク管理サービス）」の採用を正式に決定しま
した。 

『Z−NET』は、株式会社ゼロップのコンピューター（本社：IBM4381、 開発センター：IBM　ES／9370）をホスト・システ
ムとして、IBM−N MSを介して会員会社と接続し、ホスト・コンピューターなどのシステム資源を共 有し、適用業務開発の
生産性を効率的に向上させるものです。現在10社のソフト ウェア開発会社がこのVANに参加する予定です。 

情報処理会社の進展に伴い、コンピューター・ユーザーの要望も多種多様になり、 ユーザーの業務により適した高度な適用
業務プログラムの開発が求められてい ます。従って、ソフトウェア開発会社においては、仕事の受注量と自社の開発要員
数のバランスを考えて効率的な業務管理をしなければ、受注があっても開発技術者 が不足しているとか、開発要員がいても
仕事がないという事態が生じかねません。 また、適用業務プログラムを開発するためのシステムが開発会社の所有するシス
テ ムと異なった場合には、ユーザーのコンピューター・システムを使って適用業務開 発を行なわなければなりません。 

『Z−NET』を利用すると、コンピューター・システムの運用・管理を気にせず にお客様の問題解決に専念でき、生産性と質の
高いサービスを短期間に提供できま す。また、共有したシステム資源を利用して開発要員の技術向上の教育も容易に行 え
ます。さらに、各会員会社の特色を生かして適用業務の開発を行ない、1社だけ では受注できなかった業務も各会員会社と
協業して行なうこともできます。 

また、会員会社の顧客のコンピューター・システムがIBM−NMSに接続されて いれば、開発担当者は会社に居ながらにして
IBM−NMSを介してユーザーのシ ステム上で適用業務を開発することや、会員会社が『Z−NET』のシステムで開 発した適用
業務を、IBM−NMSを介してユーザーに直接オンラインで供給する こともできます。 

ゼロップでは、本年11月中に会員会社との接続を完了しサービスを開始します が、同時期に『Z−NET』の運営主体となる新
会社の設立を予定しています。ま た、会員会社の顧客のシステムと『Z−NET』との接続をはかる計画です。さら に、会員
会社もさらに増やしていきます。 

ゼロップでは、IBM−NMSを採用した理由を次のように挙げています。 

−端末ばかりでなく、ホスト・システムもIBM−NMSに直接接続でき、『Z−NET』内のどの端末でもゼロ
　ップのホスト・システムや各会員会社のシステムを利用できる
−『Z−NET』とお客様のネットワークを接続したり、『Z−NET』の将来の成長・発展にも柔軟に対応す
　る拡張性がある
−ネットワークの管理はIBM−NMSで行なうので、ネットワークの運営が容易
−全国66ヶ所にあるIBM−NMSのアクセス・ポイントに接続するだけで、短期間に容易にネットワークを
　構築できる
−IBM−NMSは、回線やシステムが二重化されているので、安全性・信頼性が高い 

なお、『Z−NET』に加盟する予定の主なソフトウェア開発会社は以下の通り です。ゼロップでは引き続き、会員を募って行
きます。 

・新生開発（株）
・シー・ピー・エス（株）
・（株）ソフティック・インターナショナル
・ソフトウェアエンジニアリング（株）
・タクトシステムズ（株）
・中央システム（株）
・（株）電算サービス
・（株）日本テクノ開発
・（株）メディアトーク　　　　　　　　　　　　　　（アイウエオ順） 

　　　　　　　　◆株式会社ゼロップ◆
本社：東京目黒区中根1−3−1　　　　　（〒152）
開発センター：北海道浦河群河町
設立：昭和49年6月
資本金：1,000万円
従業員：およそ70名



代表取締役社長：国光正憲 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
以　上



昭和63年9月26日

最大628メガ・バイトの大容量ハードディスクを搭載
IBMパーソナルシステム／55 TM* の最上位モデルを発表

-　PS／2 TM* ファミリーに新エントリー・モデルも　-

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、26日、IBMパーソナルシステム／55と同／2に新モデルを追加するととも
に、関連の新しい入出力装置を発表し、IBMパーソナル・コンピューティング製品群を拡充、強化しました。

今回発表の新製品は、パーソナルシステム／55については、1）最大628メガ・バイトのハードディスクを搭載し、グラティッ
クスやイメージなど大量のデータ処理に適した32ビット機最上位モデルです。IBMオペレーティング・システム／2 TM* 拡張
版とLANサーバーによってトークンリングLANのもとでのサーバー局として活用できます。2）米国向け輸出専用モデル、3）
新しい16インチ高解像度カラー表示装置です。さらに、4）現行のラップトップ・モデルを、IBMAS／400 TM* 等の中小型コ
ンピューターの省スペースのワークステーションとして接続、利用できるようにしました。

また、パーソナルシステム／2 TM* については、1）16ビット・マイクロ・プロセッサーを搭載し、最大15.5メガ・バイトまでメ
モリーを拡張できる新しいエントリー・モデル、2）コンパクトな卓上型レーザー・プリンター、3）高解像度のスキャナーで
す。これらによって、イメージの取り込み、編集、高品質の印刷出力といった一連の処理が行えるので、いわゆるデスク・
トップ・パブリッシングの適用業務にも対応できます。

当社では、本年4月に、90年代へ向けてのパーソナルシステムとして、IBMパーソナルシステム／55の新モデルとIBMオペ
レーティング・システム／2拡張版を加え、個人事務所から大企業のオフィスに至る種々のパーソナル・コンピューティングの
ニーズに応えてきています。本日の発表は、さらに高度化、多様化する情報処理ニーズに的確に応えるために、IBMワークス
テーションの製品群を一層強化し、拡充したものです。

これらの新製品の発表と同時に、基本ソフトの日本語DOS、日本語3270パーソナル・コンピューター／グラフィックスについ
ても、32ビット・モデルでのグラフィックス処理を中心として機能強化した新版をそれぞれ発表しました。

本日発表の製品の主な特長は次の通りです。

IBMパーソナルシステム／55関連

IBMパーソナルシステム／55モデル5570の新しい本体である「5571-T0Cシステム装置」は、高速の32ビット・マイクロ・プロ
セッサー（20MHz）とマイクロ・チャネル・アーキテクチャーに準拠した床置型の最上位モデルです。標準で314メガ・バイト
のハードディスクを備えていますが、今回、同時に発表したオプションの同容量の314メガ・バイトのハードディスク機構を
内蔵すると628メガ・バイトの大量データを扱えます

「IBM5574-C07型カラー表示装置」は、新しい16インチ高解像度の表示画面をもっています。輝度の高い蛍光体を使用する
ことにより、明るい画面を提供するとともに、高いビデオ周波数を採用して、ちらつきのない安定した画像を得ています

日本企業の国際化に対応し、米国への輸出専用モデルとして、32ビット機で日本語も扱える4つのシステム装置（5551-SU9
／TU9／TUA／TUB）、5574表示装置（5574-CU6／WU6）と5577印刷装置（5577-FU　2）を発表しました。外見および機能
的には全て国内向けと同じですが、米国で使用するための安全基準である「UL（Underwriters　Laboratory）」規格や電波障
害の基準である「FCC（米国連邦通信委員会）クラスA」の規格を満たしています

ラップトップ型の「IBMパーソナルシステム／55　モデル5535」をAS／400をはじめシステム／36、システム／38といった
中小型コンピューターに接続するためのハードウェアとソフトウェアをまとめた「拡張ワークステーション・アダプター／
LT・プログラム・キット」を発表しました。省スペースのワークステーションして充実した機能が亭受できます

IBMパーソナルシステム／2関連

PS／2 TM* のエントリー・モデルとして位置付けされている現行のモデル30を、大幅に機能強化したデスクトップ型の新モ
デル「IBMパーソナルシステム／2モデル30　286」を発表しました。新しい16ビット・マイクロ・プロセッサー（I80286　
10MHz）を搭載し、512キロ・バイトのメモリー容量を標準で持っていますが、オプションによって最大15.5メガ・バイトに
まで大幅に拡張できます。高速処理はもちろんのこと、オペレーティング・システムもPC　DOS3.3、同DOS4.0をはじめOS
／2も使用できるので、様々なビジネス分野で幅広く使えます。エントリー・モデルとして、十分高い価格性能比を亭受でき
ます

コンパクトな卓上型レーザー・プリンター「IBM4216-020型ページ印刷装置」は、300ドット／インチの高密度でイメージや
グラフィックスの印刷画、各種の単票用紙へ印刷できますが、印刷速度はレターサイズの用紙で毎分6ページです。

軽量コンパクトな「IBM3119　ページスキャナー」は、最大128階調の中間明暗度の読み取りができ、走査速度はレターサイ
ズの用紙を使用した場合、平均14秒から28秒となっています。プログラムによる部分走査、濃淡とコントラストの調節もで
きます。

ソフトウェアの強化

日本語DOS　バージョンK3.4

プレスリリースプレスリリース
最大628メガ・バイトの大容量ハードディスクを搭載　 IBMパーソナルシステム／55 TM* の最上位モデルを発表



基本ソフトウェアの「日本語DOS　バージョンK3.4」は、今回発表の最上位モデル5571-T0Cシステム装置を含め、IBMパー
ソナルシステム／55のすべての32ビット・モデルをサポートします。262,144色中256色のカラー表示、またイメージ・データ
を高速で処理する機能を強化しました

日本語3270　パーソナル・コンピューター／グラフィックス　バージョン7.1
5571-T0Cを含む32ビット・モデルでホスト・コンピューターとオンラインで結んでのグラフィックス処理を行なえるようにし
ました。これにより、日本語DOS上でホストのグラフィックスやAPLが使えるようになりました

IBMパーソナルシステム／55のシステム装置、表示装置とIBM3119ページスキャナーは、当社の大和研究所で開発、藤沢工場
で製造します。また、IBMパーソナルシステム／2　モデル30　286は米国オースチン研究所（テキサス州）で開発、オースト
ラリアIBMワンガラッタ工場で製造します。IBM4216-020型ページ印刷装置は、米国シャーロット研究所（ノースカロライナ
州）で開発されました。

今回発表製品の価格と出荷予定時期は、以下の通りです。

IBMパーソナルシステム /55 関連

製品名 価格 出荷予定時期

5571-T0C (システム 装置） 245 万円から 1988 年 11月

5574-C07 (カラー 表示装置） 37 万円から 1988 年　9月

拡張 ワークステーション・アダプター/LT・プログラム・キット 20 万 5,000 円 1988 年 10月

5551-SU9 (システム 装置） 82 万円から *

5551-TU9 (システム 装置） 94 万円から *

5551-TUA (システム 装置） 114 万円から *

5551-TUB (システム 装置） 149 万円から *

5574-CU6 (カラー 表示装置） 24 万 5,000 円から *

5574-WU6 ( 表示装置） 12 万 8,000 円から *

5577-FU2 ( 印刷装置） 52 万 5,000 円から *

＊：受注後、納品まで約4か月

IBMパーソナルシステム /2 関連

製品名 価格 出荷予定時期

8530-F21 (システム 装置） 38 万 6,200 円から 1988 年 10 月

8530-F01 (システム 装置） 29 万 7,600 円から 1988 年 12 月

4216-020 (ページ 印刷装置） 35 万 1,900 円から 1988 年 10 月

3119　 (ページスキャナー) 17 万 9,000 円から 1988 年 10 月

日本語 DOSバージョンK3.4 4 万円（一括払料金 ) 1988 年 10 月

日本語 3270パーソナル・コンピューター・グラフィックス バージョン7.1 13 万円（一括払料金 ) 1988 年 10 月

＊IBM　Corp.の商標です



昭和63年9月26日

-　SAAのもとで企業の経営戦略を強力に支援　-
パーソナルAS

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、26日、IBMの汎用コンピューター用の意志決定支援システムとして豊富な
実績のあるAS（アプリケーション・システム）と同等の機能を、ワークステーション上で使用できるようにするソフトウェ
ア、パーソナルAS（パーソナル・アプリケーション・システム）を発表しました。

IBMは、汎用大型機からワークステーションまで、異なるシステム環境で共通のアプリケーションを使用できるようにするた
めのアーキテクチャーとしてSAA（システム・アプリケーション体系）を発表しています。本日発表のパーソナルASは、この
アーキテクチャーに対応していくように開発した、IBMでは初めてのアプリケーション・ソフトウェアです。

汎用コンピューター上でなくてもワークステーション上で単独使用して、経営戦略立案の際に欠かすことのできない経営情
報の統計・分析、作図・作表、またシュミレーションが、簡単な操作で行なえるようになります。また、ホスト・コンピュー
ターのASと同時に使用することによって、より効率良く高度な処理ができるようになり、作業の生産性は大きく向上しま
す。

パーソナルASは、オペレーティング・システム／2 TM* のもとで稼働する意志決定支援ソフトウェアです。IBMパーソナルシ
ステム／55 TM* で使用できる日本語版と、パーソナルシステム／2 TM* で使用できる英語版があり、それぞれ基本機能、統
計機能、開発機能の3つの要素から構成されます。マウスを使用しての簡単な操作で、画面上に表示された機能一覧表から必
要な機能を選択したり、ワークステーション内にたくわえられたデータの抽出や活用が行なえるため、資料作成にかかる時
間や労力を大幅に削減できます。また、一つの表示画面を複雑に分割して使えるマルチ・ウィンドー機能により、あたかも机
の上に資料を広げるように画面上で複数のアプリケーションを同時に表示して、必要なデータを比較・検討したりデータの移
動を行ったりしながら作業を進めることができます。

さらにホスト・コンピューターで稼働するASと併用することによって、ホスト・コンピューターとワークステーションの間で
データを交換しながら活用することができます。これによって、ホスト・コンピューターの負荷の軽減を図ることはもちろ
ん、資料や報告書の作成やシュミレーションの実行が手軽に行なえるようになります。

パーソナルASは次のような主要な機能を持つソフトウェアから構成されます。
1. パーソナルAS基本機能
データ・ベースに蓄積された各種データの集計やデータを加工しての作表・作図の機能を持ち、レポート作成にかかる労力
を大幅に削減できます。画面上に表示される機能をマウスで選択するという簡単な操作で使えるので、指示するための特
別な命令コマンドを覚える必要もなく、煩わしいキーボード操作も最少限ですみます。さらに、作業中のウィンドーごと
に作業段階に応じた説明が表示されるため、コンピューターは初めてというユーザーでも容易に使いこなせます。

2. パーソナルAS統計機能
広範囲にわたる統計・予測手法を提供します。画面に表示される種々の手法を体系的に示すルート・マップに沿って必要な
機能を順次選択していくことにより、統計に関する専門知識がなくても簡単に各種統計処理を行えます。

3. パーソナルAS開発機能
基本機能をベースにしてこのソフトウェアを併用することによって、システム開発の専門知識がなくても、売上管理や給
与管理など日々の業務に特化したアプリケーションの開発と拡張が行なえます。また、開発したアプリケーション・ソフト
ウェアは、パーソナルASの中に組み込んで、基本機能のメニューと同じようにマウスを使った簡単な操作で活用できま
す。

製品名 一括払い利用料金 利用可能予定時期

パーソナル・アプリケーション・システム 基本機能（日本語版） 96,000 円 1989 年 2 月

パーソナル・アプリケーション・システム 統計機能（日本語版） 72,000 円 1989 年 2 月

パーソナル・アプリケーション・システム 開発機能（日本語版） 40,000 円 1989 年 2 月

パーソナル・アプリケーション・システム 基本機能（英語版） 96,000 円 1989 年 2 月

パーソナル・アプリケーション・システム 統計機能（英語版） 72,000 円 1989 年 2 月

パーソナル・アプリケーション・システム 開発機能（英語版） 40,000 円 1989 年 2 月

＊IBM　Corp.の商標です。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　大型の液晶カラー・ディスプレイを開発 

　　　　　　　　　　　　　　　　　−日本アイ・ビー・エムと東芝、共同で− 

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、21日、TFT（Thin Film　Transistor＝薄膜トランジスター）技術を採用
し、高品位の 画質をもった大型のアクティブ・マトリクス液晶カラー・ディスプレイの開発に成 功した、と発表しました。 

これは、当社の大和研究所（神奈川県大和市）と株式会社　東芝（青井　舒一社長 ）の電子技術研究所（神奈川県横浜市）
の共同研究・開発によるものです。 

高度なグラフィック機能などをワークステーションや端末装置で利用して行く には、より高密度の画素を持った高品質の
ディスプレイが必要となって来てい ます。今回の技術は、これらに対応していくため、ともにこの分野で先進的な技術 と
経験をもつ両社が相互に強力して開発したものです。 

新開発のディスプレイの特長は、以下の通りです。 

−OA機器用としては大型、14.26インチのカラー画面 

　・高品質が要求されるワークステーション、端末装置用にこれだけの大きさを持ったTFT技術採
　　用の液晶カラー・ディスプレイは、世界で初めてです 

−高密度画素できめの細かい画面を実現 

　・モノクローム時で、1,440（横）×1,100（縦）ドットと高密度画面を構成し、その数は158万4千素子に
　　及びます
　・カラー表示の場合には、1つのドットを表現するのに、赤、緑、青、白の4つの画素で対応させてい
　　るので、全体では720×550ドットを画面に表示できます。また、一度に16色表示できます
　・1つの画素に1つのトランジスターを当てて使用しています
　・画素の密度であるピクセル・ピッチは、高密度の200ミクロン。きめの細かい画素配列になって
　　います
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　以上



昭和63年9月20日

「通信新時代」に対応
-IBM通信システムを大幅に拡充-

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、20日、情報処理と通信の融合が進展、高度化する中で、「通信新時代」
の高度なニーズに対応していくため、通信分野への取り組みを大幅に強化、拡充すると発表しました。

具体的な内容は、通信関係のハードウェア、ソフトウェア、サービスの新製品、機能強化、計約50点にわたるもので、先進
的な「通信メーカー」IBMとして、OSI,ISDN,ネットワークの国際化など21世紀へのネットワーク・ニーズに対応していこうと
いうものです。

IBMは、技術進歩と多様化するニーズを反映し、年々変化してきている情報通信環境に対し、一貫した展望と方針の下に、そ
の解決策を提供してきていますが、今後の通信分野における顕著な動き、環境を、IBMでは次のようにとらえています。
1. 異なるコンピューター・システム（マルチベンダー）環境での相互運用性（インターオペラビリティー）を実現する国際標
準OSI（開放型システム間相互接続）の導入

2. 新しい通信網であるISDN（サービス統合ディジタル網）の普及
3. オンライン・ネットワークの国際化
4. 業界を越え、様々な企業が自在にネットワークを構築していくにあたって　のVAN（付加価値通信網）の一層の活用
5. データのみならず、音声も取り入れた統合ネットワーク化のニーズ
このような動きに対しIBMではこれまでSNA（システム・ネットワーク体系を軸として、世界中に汎用性の高い通信システム
製品を提供するとともに、次の7つの観点や機能から通信のあるべき姿を追及してきています。
1. 通信規約の異なる装置同士の接続が不可欠
2. もっと多くのユーザー間で自由自在な情報交換が求められる
3. 通信回線を最も有効に活用し、コストの低減をはかる機能・方法が求められる
4. ネットワークの連続運転、自動運用を支える高信頼性の追及
5. 短期間で社内・外の情報ネットワークを拡大できる汎用VANサービスの活用
6. データと音声の統合化が求められる
7. ネットワークを構築するすべての資源の一元管理が不可欠
今回の発表は、この7つの主要点に沿って、IBM通信システム製品ラインを新製品の発表と機能拡張によって拡充し、15年間
に及び発展、定着してきているSNAの世界をより確固たるものにするとともに、将来に向けさらに拡張していくものです。

通信の規約の異なるもの同士を接続する機能として：

SAAの体系に沿って新たにOSIとの接続機能を開発しました。これにより異機種間での接続やファイル転送が実現できます

価格性能比が向上した新しいモデム7861（独立型）と7868（集合型）を発表し、最大19.2Kbpsの高速伝送、通信管理機能、
多重化機能を提供します

汎用小型コンピューターのシリーズ／1を通信プロセッサーとして機能拡張し、ユーザー・ニーズに応じた通信規約に対応す
るため、32ビット・マイクロプロセッサーを搭載したアダプター・カード（プログラミング可能）も装備できるようにしまし
た

多くのユーザー間で自由に情報交換のできる機能として：

通信システム用ソフトウェア（ACF／VTAM、ACF／NCP）の機能拡張　により、ネットワークへの端末接続数を現行の最
高約838万台（2 23) から最高約21億台（2 31) とします。今後、複数の大規模ネットワー同士の接続により、急激かつ無限
ともいえる端末増加に対応していく基盤とします

IBMの汎用コンピューターとトークン・リング・ネットワーク、PCネットワクやETHERNET*1（イーサーネット）など様々な
LANとの接続を行うIBM8232LANチャネル末端の機能を拡張し、IBMの最強力なOSであるMVS（多重仮想記憶機能）で利用
できるようにしました

通信回線を最も有効に活用し、コストの低減をはかる機能として：

新しい国際ネットワーク対応型時分割多重化装置であるIDNX（インテグレーテッド・ディジタル・ネットワーク・エクスチェ
ンジ）を発表しました。例えば日本、アメリカ、イギリス、ドイツ、フラスン、イタリア、オーストラリア等各国を結ぶ
ディジタル国際回線を用いて、音声やコンピューターのデータを統合した全世界に跨がるネットワークを構築できます

新しくGNSO（グローバル・ネットワーク・サポート・オフィス）と呼ばれる組織を作り、世界的な規模で通信ネットワーク・
システムルを構築するさいの、ユーザー支援体制を確立しました

ネットワークの連続運転、自動運用を支える高信頼性機能として：

通信システム用ソフトウェア（ACF／VTAM,ACF／NCP）の機能拡張により、最新の通信制御装置3745の異常時即時切り換
え（ホット・スタンバイ）機能を提供します

プレスリリースプレスリリース
「通信新時代」に対応　 IBM通信システムを大幅に拡充



短期間で社内・外の情報ネットワークを拡大できる汎用VANサービスとして：

新しく外部情報サービスとして日経NEWS　TELECOMを、汎用VANである　NMS（ネットワーク管理サービス）メニュー
に追加しました。また、NMSをISDNネットワークと接続できるようにするとの意向表明も同時に行ないました

音声に関する機能を拡張し、データと音声を統合する機能として：

新しい構内ディジタル交換機であるIBM9722ビジネス通信システムを発表しました。16から144回線といった支店規模の事
業所が求める中小規模のディジタル音声ネットワークの構築に最適の機種です。これによって、小型ディジタル交換機の分
野に対応していきます

ネットワークを構築するすべての資源を一元管理する機能として：

ネットワーク管理用ソフトウェアであるNetViewを機能拡張し、国内外に分散して配置された端末、モデム等を含め、ネッ
トワーク全体をより一層容易に一元管理できるようにしました。また、IBMのAI言語のひとつであるナレッジツールを使っ
て、ネットワークの自動管理機能を開発できるようにしました。さらにNetViewでは、ISDNやOSIのネットワークも管理でき
ます

IBMのコンピューターと通信製品を活用したネットワーク・システムは、部や課単位の部門システム、それらのシステムを統
合した企業総合情報システム、関連のある企業間を結ぶ業界システム、多業種にまたがる複合ネットワーク、さらに各国に
またがる国際ネットワーク・システムへと、「通信新時代」の企業の発展・成長に対し、柔軟にかつ一貫した方向性をもって
着実に拡張していけます。

以上

＊1：富士ゼロックス（株）の登録商標

発表製品一覧表

ハードウェア

製品名 出荷予定時期 価　格

3745 回線 I/F 結合装置 2 型 昭和 64 年 　1月 1,916,000 円

3745 モデム 内蔵型回線 I/F 結合装置 5 型 昭和 64 年 　1月 902,400 円

3746-L15 型回線拡張装置 昭和 64 年 　1月 3,428,000 円

7861モデム( 独立型 ) 昭和 63 年 10月 507,900 円

7868モデム( 集合型 ) 昭和 63 年 10月 463,700 円

7820 ISDN 端末 アダプター 昭和 64 年第 2 四半期 331,500 円

シリーズ/1 トークン・リング 接続機構 昭和 64 年 　8月 960,000 円

シリーズ/1 トークン・リング 接続 ケーブル 昭和 64 年 　8月 30,800 円

シリーズ/1 複数回線通信補助 プロセッサー 昭和 64 年 　6月 1,152,000 円

EIA-232D/V.24 インターフェース・アダプター 昭和 64 年 　6月 65,300 円

EIA-232D/V.24データ.セット 用遮へい ケーブル 昭和 64 年 　6月 21,200 円

V.35 インターフェース・アダプター 昭和 64 年 　6月 69,200 円

V.35 データ・セット 用遮へい ケーブル 昭和 64 年 　6月 52,800 円

8232 LANチャネル 端末 モデル001 昭和 63 年 11月 3,530,000 円

8232 LANチャネル 端末 モデル002 昭和 63 年 11月 4,257,000 円

7532-266 型産業用 コンピユーター 昭和 63 年 11月 1,808,000 円

IDNX 昭和 64 年 　3月 3,913,000 円から

9722 CBX 音声交換装置 昭和 63 年 12月 *1

ソフトウェア

製品名 利用可能予定時期 利用料金

OSI コミュニケーション・サブシステム(MVS 用) 昭和 65 年 4月 14,654,000 円から(一括払い)

OSI コミュニケーション・サブシステム(VM 用) 昭和 65 年 7月 1,826,000 円から(一括払い)

OSI ファイル・サービス R1(MVS 用) 昭和 65 年7月 9,216,000 円から(一括払い)

OSI ファイル・サービス R1(VM 用) 昭和 65 年 10月 1,170,000 円から(一括払い)

TCP/IP MVS R1 昭和 64 年 8月 5,800,000 円から(一括払い)

TCP/IP PS/2 R1 昭和 64 年 10月 35,900 円(一括払い)





＊1：お客様の導入内容に基づいて価格見積を作成、提示します。
＊2：お客様の導入に基づいて価格見積を作成、提示します。



昭和63年9月14日

汎用中型コンピューターおよびオペレーティング・システムを機能強化
IBM　ES／9370 TM*1 シリーズを発表

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、14日、当社の汎用中型コンピューター、IBM9370シリーズに、3種類の新
モデルを加えるとともに、現行モデルの機能を強化しました。新モデルを加えた9370シリーズは全部で7モデルから構成さ
れ、新たにIBM　ES／9370と総称することになりました。

また、日本アイ・ビー・エムは、このIBM　ES／9370で稼働するオペレーティング・システム（OS）のひとつであるVSE／
SP（拡張仮想記憶システム）の機能を拡張するとともに、VSEの下で開発した適用業務プログラムをIBMの他のOSの下でも
利用できるようにする、と発表しました。

IBM　ES／9370は、意志決定支援、CIM（Computer　Integrated　Manufacturing）、AIなど企業の戦略的情報システムとし
て、大規模ユーザーの部門システム、分散処理用コンピューターや中規模ユーザーのホスト・コンピューターなど、幅広い分
野で様々な業務に活用できる汎用中型コンピューター・システムです。最新のテクノロジーを基盤とした秀れた価格性能比、
オフィス環境に適応したラック搭載型、またVSEをはじめ、VM（仮想計算機機能）、MVS（多重仮想記憶）、DPPX／
370（分散処理エグゼクティブ／370）、さらに高度な科学技術計算機能を持ったUNIX *2 対応のAIX／370といった様々なOS
を利用できるなどの特長を持っています。ユーザーは、IBM　ES／9370から最上位のIBM　ES／3090まで同一の体系の中
で、約200倍の処理能力を選択・拡張できます。

今回発表の新モデルは、9373-30型、9375-50型、9377-80型プロセッサーの3種類です。これら新モデルは、処理能力や価格
の面で、現行の4モデル（9373-20型、9375-40型、9375-60型、9377-90型）の間を埋めるように位置しています。

今回の発表によって、IBM　ES／9370はよりきめ細かなモデル構成となり、ユーザーは、個々の適用業務やネットワークの
規模にあったモデルを選択できるようになるとともに、設置場所で容易に上位モデルへと移行できるので、適用業務の拡大
やデータ量の増大などに対し、使用中のハードウェア、ソフトウェアを含めたユーザー資産を無駄にすることなく、継続的
に活用して行くことができます。

今回発表の新モデルのテクノロジー面での特長は、30、50型の演算処理機構を、IBMの新しいCMOS（相補型金属酸化膜半導
体）技術によって1枚のカードに収めている点です。従来は、4枚のプロセッサー・カードで構成していました。また、80型で
は、現行の90型と同様にIBMの先進的技術のひとつであるTCM（熱伝導モジュール）を搭載しています。

現行モデルについては、接続できるワークステーションの数や、高速大容量の周辺機器を接続するためのブロック多重チャ
ネルの数などの点の強化をはかりました。

ソフトウェア

同時に、汎用大型システム用のOSであるVSE／SPの拡張版（バージョン4.1）を発表しました。今回の機能拡張によって、
電源のオン、オフに加え、メッセージへの応答などをコンピューター自身が自動的に行なうようになり、分散されたコン
ピューターの無人運転が促進されます。

さらに、このVSEの下で開発した適用業務プログラムは、SAA（システム・アプリケーション体系）に基づいたアプリケー
ションとして、IBMの他の異なるOSの下でも活用できるようにしました。これは、VSEの下で、ネットワークとデタ・ベース
用のソフトウェアであるCICS（顧客情報管理システム）と、COBOLまたはCSP（適用業務生成プログラム）を用いて開発し
た適用業務の効率的な活用を実現するものです。SAAは、IBMのパーソナル・コンピューターから超大型汎用コンピューター
までの異なるシステム環境で開発した適用業務でも、システム間で共通に利用できるようにする体系です。これによって、
ユーザー資源を将来にわたり効率的に活用できるようになります。

また、今回発表の新モデルでも、分散処理用のOSのひとつであるDPPX／370を利用できるようにしました。これによって、
これまで分散処理用コンピューターのIBM8100情報システムとそのOSのDPPX／SPで処理して来た適用業務を、IBM　ES／
9370に容易に移行・統合させることができます。

IBM　ES／9370新モデルは、ボーブリンゲン研究所（ドイツIBM）で開発し、当社の藤沢工場で生産します。
本日発表のハードウェア製品の価格、出荷予定時期、およびソフトウェア製品の使用料金、利用可能予定時期は、以下の通
りです。

ハードウェア製品名 システム構成価格 出荷予定時期

9373-30型 約1,470万円より 1988年10月

9375-50型 約1,930万円より 1988年10月

9377-80型 約3,480万円より 1988年10月

プレスリリースプレスリリース
汎用中型コンピューターおよびオペレーティング・システムを機能強化　 IBM　ES／9370 TM シリーズを発表



ソフトウェア製品 一括払い使用料金 利用可能予定時期

VSE／SP　V.4.1 約535万円より 1990年2月

＊1　IBM　Corp.（米国）の商標
＊2　米国等でのAT＆Tの登録商標



昭和63年9月12日

厳しい環境下でも高い機能と使い易さを
IBMパーソナルシステム／55 TM* の新モデル発表

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、12日耐久性を強化し、生産現場などでの厳しい環境下で、工作機械等の
制御や様々な業務の処理等に幅広く使える、IBMパーソナルシステム／55ファミリーの新モデル『5500-Sと同-T』と、その関
連製品を発表しました。

より高度で活用度の高い情報システムを構築していくためには、データの発生場所や運用場所の隅々にまでワークステー
ションを持ち込み、生の情報をすぐにその場で収集、処理することが必要となります。それらの設置場所はオフィスに限ら
ず、生産や構築の現場、倉庫、流通基地、生鮮品を扱う所、常時人の出入のあるレンタカー事務所など多岐にわたります。
こうした所では、温度条件、埃塵、湿気、電圧の変化など通常のオフィスでは考えられない作動環境となっています。

今回発表したIBM　PS／55モデル5500-S／Tは、現在IBMパーソナルシステム／55がオフィスで提供している、32ビットマイ
クロプロセッサーとマイクロチャネルによる高速処理機能とオペレーティングシステム／2 TM* による同時並行処理の高機能
を、一段と苛酷な環境下でも活用できるように耐久性を大幅に強化し、改良を加えたものです。

新モデルは、強制冷却機能により最高45゜Cまでの温度に耐えられる構造、85Vから132Vまでの範囲の電圧変化への対応、そ
して埃塵や振動に対するさまざまな耐久性を大幅に強化しています。さらに、現行のPS／55の表示装置に加えて、確認しや
すい20インチの大型カラー表示装置「IBM5574-C09」も新たに加えるなど、現場での使いやすさを主眼に設計されていま
す。

もちろん、モデル5500-S／Tは、CPU（中央演算処理装置）に32ビットのI80386使用、モデル5550-S／Tと完全な互換性があ
るため、マイクロチャネルに接続できるアダプター・カードやIBMパーソナルシステム／55と同／2用の豊富な適用業務パッ
ケージが全て利用でき、幅広い適用業務に対応できます。

また、今回同時に、現場での処理を重視するという観点からIBMパーソナルシステム／55のマイクロ・チャネルに接続し、通
信データをリアルタイムに同時並行処理するワンボード・コンピューター「インテリジェント通信アダプター／A」とシステ
ムの限界状態を検知して警報信号を発信する「RSAアダプター」も発表しました。
インテリジェント通信アダプター／Aは5500に最大3枚装着できるので、たとえば工作機械等の制御、入出力データの変換、
ホストシステムとの通信を、5500のプロセッサー本体に負担をかけずに行なえるようになります。また、RASアダプターに
よって、システムの稼動効率を向上させられます。

IBM　PS／55モデル5500-S／Tは、大和研究所で開発し、藤沢工場で、製造します。

今回発表した製品は20型カラー表示装置を除き、本年9月末から出荷、利用可能となります。20型カラー表示装置は、本年10
月末に出荷、利用可能時期をお知らせします。
価格は次の通りです。

製品名 価格

IBMパーソナルシステム／55　モデル5500S／T
(システム 装置 +キーボード)

68万円から

5574-C09　20型カラー表示装置 48万円

インテリジェント通信アダプター／A 18万3千7百円

RASアダプター・キット 9万8千円

＊は、IBM　Corp.の商標です

プレスリリースプレスリリース
厳しい環境下でも高い機能と使い易さを



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年9月12
日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「 使えるAI 」 を強力に推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IBM　AIソフト製品を強化 

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、12日、専門家の知識や経験 を体系的にまとめ、誰でもそれらを使って
高度な意思決定、判断を行えるようにす る　IBM　AI（人工知能）ソフトウェアの新製品を発表するとともに、現行製 品の
機能を拡張、強化しました。当社は、これによって、「使えるAI」をさらに 一貫して強力に推進していきます。 

IBMでは、今後様々な分野に普及していくAIに関して、「現行の情報処理シス テムとAIの統合」をめざし、（1）コン
ピューターやAIの知識・経験がなくて も扱えるやさしいAI、（2）企業のコンピューター部門向けのAI、（3）知識 ベースの
技術を習得したAI専門家向けのAIという3つの方向から、AIシステ ムを構築していけるように取り組んできています。 

今回発表したソフトウェアは、やさしいAIの範疇に入るIBM日本語ESE（エ キスパート・システム環境）ファミリーの新製
品と機能強化およびコンピューター 部門向けのIBMナレッジツールの機能強化です。 

日本語ESEファミリーは、金融機関はじめ様々な業種での診断／審査／相談型の AI構築に向くソフトウェアです。今回、
ユーザーの現行の情報システムとの連携 強化をはかるとともに、別々に作成した複数の知識ベースを統合したり、ある知識
ベースから別の知識ベースを呼び出す機能も付加しました。
また、このファミリーの新製品として「日本語ESCE／PC（エキスパート・シ ステム・コンサルテーション環境／PC）」を
発表しました。このソフトウェアは ホスト・コンピューター上に日本語ESEを使って作成した知識ベースを、ホスト に接続
した端末装置のない遠隔地や小規模な事業所などでもIBMパーソナルシス テム／55 TM*"「1 台で利用できるようにするもの
です。これによって、センター で集中的に開発した知識ベースを全国各地に横展開して専門家の知識を誰でも使え るよう
になります。 

＊：IBM　Corp（米国）の商標です。 

IBMナレッジツールは、プログラミングの経験者が大規模で高性能な計画型のエ キスパート・システムを確立するのに有効
なものです。他社にないIBM独特のA I開発ツールです。
今回、IBMのSAA（システム・アプリケーション体系）に準拠したマルチウィ ンドウによる開発を行えるようにするととも
に、IBMの最強力なOSであるMV S／ESA（多重仮想記憶システム／エンタープライズ体系）でも使えるようにす るなど、
現行の情報システムとの連携強化をはかりました。これによって、製造工 程のスケジューリング、設計支援、トラック／船
／航空機等の運行計画、コンピュ ーターとネットワークの自動制御／管理のエキスパート・システムなどをより効率 よく開
発できるようになります。 

［補足］ 

本日発表のAIソフトウェア製品それぞれの概要と主な機能等は次の通りです。 

●やさしいAI−IBM日本語ESEファミリー（機能強化と新製品） 

日本語ESEは、知識ベース・システムを開発、実行させるための強力かつ生産性 の高い"シェルタイプ"のツールです。プロ
グラミング言語やプログラミングの知 識は不要です。後向き推論（結果から原因を求める）を主体とする診断型エキスパ
ート・システムに向いており、各種の診断、審査、相談型の業務を第一線の業務担 当者が自ら組めるという特長を持ってい
ます。
今回は、ホスト・システムでの知識ベースと現行情報システムとの連携を強化する とともに、複数の知識ベースの統合や一
つの知識ベースから他の知識ベースを呼び 出す機能を加えた新版のリリース2.0を発表しました。現行情報システムとの連
携は、IMS（情報管理システム）、CICS（顧客情報管理システム）いった IBMのオンライン処理用ソフトウェアを使った適
用業務、さらに通常の各種バッ チ業務にも知識ベースを組み込めるようになった点です。 

新製品は、日本語ESCE／PC（エキスパート・システム・コンサルテーション 環境／PC）で、日本語ESEで開発した知識
ベースをスタンド・アローンのIB Mパソナルシステム／55で実行できるようにするものです。エキスパート（専門 家）の知
識を遠隔地を含め全企業組織に配布すれば、専門家の知識を誰でもが対話 形式で容易に活用し、各種の判断をより迅速、正
しく行えるようになります。ま た、円、折れ線、曲線、棒グラフでデータを表示するビジネス・グラフィックスの サポート
も備えています。ホストからPS／55への知識ベースの移植は、PS／ 55のホスト接続用カードを介して行なわれます。



昭和63年9月8日

処理能力を向上して、適用範囲をさらに拡大
『 IBM6100プロフェッショナル・ワークステーション』新モデル

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、8日、IBMが開発した32ビット・RISC（Reduced　Instruction　Set　
Computer）アーキテクチャーを採用した『IBM6100プロフェッショナル・ワークステーション』に処理能力を向上させた最上
位モデル2種類と関連製品を発表しました。

今回発表した新モデルは、床置型の「6150システム装置135型」とコンパクトなデスク・トップ型の「6150システム装置130
型」です。今回の発表により、「IBM6100プロフェッショナル・ワークステーション」は、床置型の「6150システム装置135
／125／25型」とデスク・トップ型の「6151システム装置130／115／15型」の6種となりました。

ふたつの新モデルの特長は、処理能力を現行モデルに比較して25％向上させたことです。また、新たに高速に改良した強化
浮動小数点演算加速機構と16メガ・バイト高速記憶機構を標準装備し、固定ディスク装置の容量も標準で114メガ・バイト（現
行70メガ・バイト）と大幅に拡張しています。

ふたつの新モデルの大きな違いは、今回同時に発表した任意選択機構（オプション）である310メガ・バイトの大容量内蔵型
のディスク装置の内蔵数です。135型では最大3つ、130型は1つ内蔵でき、135型では最大930メガ・バイトと現行の約3.2倍の
内蔵ディスク容量を提供します。お客様は、固定ディスク装置の容量を現行の70メガ・バイト、そして114（標準）／310（オ
プション）メガ・バイトの組み合わせの中から必要に応じて選択できます。さらに、システム全体のディスク容量は、既発表
の「IBM6156ポータブル磁気ディスク装置」、「IBM9332磁気ディスク装置」を利用することによって最大7.46ギガ・バイト
に拡張できます。

「IBM6100プロフェッショナル・ワークステーション」は、膨大な数値データを扱う浮動小数点演算処理や、IBM5080グラ
フィック・システムなどを利用して行う画像処理などの業務で多く利用され、メインフレーム・コンピューター並みの科学技
術計算処理をパーソナルなシステムで実現するものとして広く使われてきています。

たとえば、製造業においては、製品開発・実験・解析現場でCIMを構成する基幹ハードウェアとしてCAD／CAM／CAEなどの
適用業務に利用されています。また、金融業界では資産運用管理のポートフォリオ分析やトレーディング・ルームで利用する
適用業務開発用マシンとして、流通業界では画像処理を伴う棚割システムなどの適用業務や大型システムの適用業務開発用
マシンとして、その他、大学などの研究機関における情報処理研究の数値分析計算やAI研究など全業種にわたり幅広く利用
されています。近年、膨大な数値データを利用してこれら科学技術計算を行なう適用業務を、より高速に処理したいとの要
求がとみに高まっています。

また、このIBM6100用に、SAA（システム・アプリケーション体系）に準拠し、事務処理向け適用業務開発を効率良く進めら
れるようにするCOBOL用ソフトウェアも同時に発表しました。これにより、システム／370アーキテクチャーの汎用コン
ピューター用の適用業務開発をIBM6100でも行なえるようになります。

今回の一連の発表は、「IBM6100プロフェッショナル・ワークステーション」をAIX TM*1 ファミリー（IBMでのUNIX TM*2 対
応）の汎用大型システムとパーソナルシステムの間の中型システムとして位置付け、科学技術分野への対応を強化するとと
もに、事務処理分野へも用途を広げるものです。

また、このIBM6100の新モデルと同時に、IBM6100の全モデルとパーソナルシステム／2 TM*1 モデル50／60／70／80に接続
し、データのバックアップやデータ交換に用いる1／4インチのカートリッジ・テープ装置「IBM6157ストリーミング・テープ
装置002型」も発表しました。記憶容量は最大150メガ・バイト、転送速度は1分間に最高5メガ・バイトです。

今回発表の製品は、米国IBMオースチン研究所で開発され、同オースチン工場で製造します。

価格および料金と出荷開始時期

　 システム価格 出荷開始時期

6150システム 装置 135 型 6,207,400円 本年9月下旬

6151システム 装置 130 型 4,791,400円 本年9月下旬

6157ストリーミング・テープ 装置 002 型 　402,300円 本年10月

　 利用料金  （一括払） 利用可能時期

プロフェッショナル・ワークステーション
VS COBOLコンパイラー

384,000円 本年11月

プロフェッショナル・ワークステーション
VS COBOL 実行時環境

　96,000円 本年11月

プレスリリースプレスリリース
処理能力を向上して、適用範囲をさらに拡大



＊1　IBM　Corp.の商標です
＊2　UNIXは米国AT＆Tの開発・許諾製品です



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年9月6日

　　　　　　　　　　　　システムの設計、開発、導入から担当者研修まで 

　　　　　　　　　　　　　　　　金融海外店支援で鐘紡と業務提携 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−富士銀行方式を横展開− 

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は6日、当社の特約店でもある鐘 紡株式会社（岡本進社長）との間で、海外
でIBM機を利用している日本の金融機 関を対象にシステムの設計、開発、導入などを中心とするサービスを、協力して実 施
するために業務提携することで合意した、と発表しました。 

近年、金融の国際化が急激に進展する中で、日本の金融機関の海外展開は拡大の一 途をたどっており、それに伴い、システ
ム面ではグローバル・トレーディングなど 高度なシステム化対応や、海外店システムの本格的な国際ネットワーク構築など
が 迫られています。従来の日本の金融機関の海外拠点システムは、各海外拠点と現地 のIBMとの間でシステムの導入、保守
を個別に行なってきており、システム専門 要員の海外派遣や、現地での各種業務を日本から直接海外の業者に手配するな
ど、 多くの時間と労力をかけていました。 

このような環境の中で、富士銀行は新海外店システムの構築にあたり、従来の方式 では今後の海外店システムの拡大、複雑
化していくシステムへの対応が困難と判 断、整合性があり、かつ効率的なシステムの構築・運営・保守を目的とする、東京
本部集中管理方式によるサポート体制の確立を当社、ならびに鐘紡（株）に要請し ていました。　この要請を具体化すると
ともに、グローバル・システム構築にあた って、金融機関のこのような先進的ニーズに応えることを目的とし、今回の業務
提 携が実現したものです。 

各金融機関は日本国内で一括契約することによって、繁雑な現地調査や業者の手 配、さらにシステムの導入にあたって専門
要員を日本から派遣する必要がなくなり ます。これによってコストの削減、システムの早期導入が図れることはもとより、
一切の手続きや現地での各種作業に関する対応も、すべて日本語で可能になるな ど、今回の新しい業務サービスには、大き
な効果が期待されます。 

直接の業務は鐘紡の海外サービス拠点が中心となって担当しますが、システムの導 入、ソフトウェアの開発以外にも、ユー
ザーである金融機関に対する製品相談や、 海外担当者に対する研修、システム・コンサルティングなど、幅広い支援業務を
行 なっていく計画です。鐘紡はIBM特約店、金融ソフトウェア開発などを長年、手 がけてきた多くの実績に加え、海外支
店、現地法人のサービス拠点網を広範に展開 しております。今回のサービスを実施するにあたり、今秋のニューヨークを皮
切り に、ロンドン、デュッセルドルフ、香港と順次、サービス拠点を拡充する予定で す。 

富士銀行では、今回の業務提携を前提に、新海外店システム第1号店であるロスア ンゼルス支店システムの開発・導入を両
社に委託、すでにロスアンゼルス支店用機 器・ソフトウェアの導入が両社により実施されています。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以
上 

＊当記事資料は東京・経団連機械クラブと大阪機械クラブで発表いたしました。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年8月25日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世界各国で一斉に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最新鋭中型コンピューター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AS／400 TM* 出荷開始

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は25日、本年6月に世界同時発 表した最新鋭の中型コンピューター「IBM　
AS／400」を、明日から出荷開 始すると発表しました。この製品出荷は世界各国でほぼ一斉に行われ、初出荷は米 国内で
約250社に、世界各国で合計1,250社以上になります。汎用コンピュ ーターの出荷では過去最大規模のものです。 

わが国では、下記をはじめとする多くのお客様と、「IBM　OS／400 TM*( オペレーティング・システム／400 ) 」のもとで
適用業務プログラムを開発計 画中の多くのソフトウェア会社など計約100社に出荷されます。 

　　　−日本パーカライジング株式会社　（里見　豊社長、本社：東京・中央区）
　　　　　　＊管理システム（経理,人事販売,物流,生産など）　　　［B30型］
　　　−弘前中央青果株式会社　（大中　武社長、本社：青森・弘前市）
　　　　　　＊販売管理システム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［B40型］
　　　−テル相模株式会社　（布施　昇社長、本社：神奈川・津久井郡城山町）
　　　　　　＊半導体生産管理システム　　　　　　　　　　　　　　　　［B40型］
　　　−株式会社古川製作所　（古川　喬雄社長、本社：東京・品川区）
　　　　　　＊広島本部管理システム（生産,販売,経理など）　　　　［B40型］
　　　−株式会社日本情報技術研究所　（久住呂　厚平社長、本社：東京・千代田区）
　　　　　　＊ソフトウェア開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［B40型］

AS／400は、使いやすさを徹底追求した中型汎用コンピューター・ファミリー です。約280兆バイトの大きな単一記憶域をも
ち、データ・ベース、通信、各種 サービス機能を統合したユニークなOSによって、利用者には使いやすく、システ ムの開
発者にとってはシステム構築が容易に行えます。また、最小モデルから最大 モデルまで主記憶量で24倍、磁気ディスク容
易では40倍以上、処理能力でも1 0倍という幅広い拡張レンジを持っており、業務の拡大に応じたシステムが構築で きま
す。さらに、約360本の豊富なアプリケーション・パッケージを用意してお り、導入してから嫁働までが短時間で済みま
す。一方サービス体制は、導入から運 用、故障診断、ソフトウェアの保守サービスに至るまで、一貫してオンラインでサ
ポートする「AS／400エレクトロニック支援」により、容易に効率良くシステ ム運用できます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
＊　IBM　Corp.の商標です。



ご参考資料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年8月18日 

　　　　　　　　　　　　　　バッハがコンピューターになった！？
　　　　　　　　　　　　　　「バッハ風」賛美歌を作ってしまう・・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　AI実験システムを開発 

　　　　　　　　　　（ニューヨーク州・ヨークタウンハイツ発　8月18日） 

18世紀のドイツの作曲家、ヨハン・セバスチャン・バッハ（1685年～175 0年）の音楽をベースにして、コンピューターが
ハーモニーをつけるという、エキ スパートシステムを、IBMの一研究者がこのほど開発に成功しました。 

IBMワトソン研究所のケマール・エブギオール（Kemal　Ebcioglu ）がその人で、彼が開発したこの実験的なプログラムは
「CHORAL」（コーラ ル）と名付けられています。その基本的な仕組みは、コラール（賛美歌）の中心と なるソプラノの
旋律をインプットすると、それに合わせ残りのベース、テナー、ア ルトの3つのパートを自動的に、しかも、バッハ風にア
レンジして作りあげる、と いうものです。そして「CHORAL」はこれら4つのパートの楽譜を、一般に使 われている音譜表
記で作りますので、それをコンピューターの端末画面で読ん だり、印刷したり、演奏させることもできます。 

このエキスパートシステムは高度に専門的なアプリケーション・プログラムとして 書かれた複雑なソフトウェアです。その
ため、運用には大量の情報と大型コンピュ ーターのパワーが必要になります。 

開発を担当したエブギオールは作曲で修士号を、コンピューター・サイエンスで博 士号を取得した研究者です。彼はバッハ
が生涯に書いた300曲以上のコラールの ハーモナイゼーション（和声法）を解析し、それを基本にして「CHORAL」の
「バッハの頭脳」役を果たすナレッジ・ベースを開発しました。 

賛美歌は男女混声コーラスで歌われる短かい曲で、男性のベースとテナー、女性の ソプラノとアルトが、それぞれのパート
を合唱するのが特徴です。このうちソプラ ノがコラールの主旋律を受け持ち、他の3つのパートは「主役」としてのソプラ
ノ をより引き立たせるための、いわば「脇役」です。 

「CHORAL」エキスパートシステムには、350以上ものルールがあります。 それらはコラールのハーモニーのアウトライン
とか、各パートのメロディーライン といったような、さまざまな角度からコラールを考察するグループに分けられてい ま
す。 

　　　　　　　　　　　　＜行きつ戻りつ「考えながら」一歩一歩＞ 

「CHORAL」プログラムの独特な特徴のひとつは、より大きなルール群によっ て、旋律のハーモナイゼーションを徐々に組
み立てていく、頭脳的な「実行−検証 」のアルゴリズム（解法）です。これらの複雑なルールは、バッハのコラール形式 に
特徴的に見られるもので、エブギオールの長年にわたるバッハのコラール研究 と、コンピューター・プログラムにおける豊
富な経験があればこそ、可能になった と言えます。 

ハーモナイゼーションは段階ごとにステップを踏んで作られていきますが、途中で 行き詰まった場合には、うまく乗り越え
るように解決策を自ら「判断」して、元に 戻ったり、音譜を変更したりします。 

この機能についてエブギオールはこう話しています。
『美しい音楽を作りだすためには、ルールさえ整っていれば十分、というわけでは ないことは常識です。作曲のプロセスに
おいて、段階ごとに考えられ得る正しい組 み合わせの中から、最良のものを選択するということは、作曲家のもう一つの
能力、いわゆる「才能」の問題になります』 

この「才能」なるものをアルゴリズムで表すことは不可能なことです。しかし、彼 はぴったりの形式を発見的に学習した
り、推奨したりする手法を数多く用いること によって、「才能」に近い選択ができることに気づきました。 

　　　　　　　　　　　　　　＜最適な選択を教えてくれる＞ 

「CHORAL」はハーモナイゼーションのそれぞれの段階で、「形式推奨」の大 規模なベースを使い、あまたある正しい組み
合わせの中から、最適な旋律、または 和音を選択できます。また、たとえば、旋律や和音の直線的な振興を続けるべきか
どうかといったような問題は、さまざまな選択肢に優先順位をつけてくれる、「発 見的学習」によって解決されます。 

「CHORAL」プログラムの「実行−検証」の作曲作業は、コンピューターに集 中的に任される仕事です。コラールのハーモ
ナイゼーションには、IBMの大型プ ロセッサーでも30分かかることがあります。この間に大型プロセッサーは230 億もの命
令を実行します。それをこなすために、彼はバックトラッキング・スペシ フィーケーション言語（BSL）という、特別なロ
ジック・プログラミング言語を 考案しました。「CHORAL」システムの運用にとってBSLはたいへん効率的 な言語です。 

　　　　　　　　　　　＜「CHORAL」の実力はどの程度？＞ 



彼は自分が開発した「CHORAL」の能力について、次のように評価してい ます。『どのようなエキスパートシステムでも、
バッハと競いあうことはできませ ん。それでも「CHORAL」は多分、大学の作曲クラスで平均点以上か、あるい は優秀な
成績をあげることができます。 

また、彼は『私はバッハが書いたであろう、美しいコラールを作り出すことだけを 目的として、このプログラムを作ったわ
けではありません。むしろエキスパートシ ステムの限りない可能性を追求する先駆的な試みとして、また、バッハのコラー
ル 形式のより正確な理解を深めるためのツールとして、考えたものです。どちらの目 的にとっても結果は非常に満足すべ
きものでした』とも語っています。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年8月15日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンピューター群の操作・運用をAIで 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住友金属工業株式会社と共同開発 

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、このほど、住友金属工業株式 会社と知識ベース・システム用のソフト
ウェア、IBMナレッジツール（1987 年11月10日発表）を利用した、同社のコンピューター・システム群とネットワ ークの自
動運用システムを開発しました。住友金属工業では、本年11月からの本 格運用に向けて、試用運転に入っています。 

コンピューター・システムが、企業や組織の発展、成長を支えてゆく基盤となって くるのに伴ない、情報システム室の業務
は年々、複雑、増大していきます。特に大 企業や大組織では、適用業務の高度化、拡大・増加、さらにネットワーク化の進
展 によって、システム操作員はこれらハード、ソフトを効率よく確実に運用していく ため、ますます細心の注意と的確、
迅速な判断、作業を求められてきています。 

このたび開発、試用運転に入った自動運用システムは、ベテラン操作員の持つコン ピューター・システム群運用上の種々の
豊富で高度な知識の蓄積に基づいて、シス テム操作員に代わって迅速で正確に同社のコンピューター・システム群を運用、
管 理します。この自動運用システムの導入によって、システム運用効率は60％以上 向上し、システム操作作業手順は約
20,000ステップ（システム操作命令）か ら約1,100ルール ( 条件毎の作業手順 ) へ集約化される等、大きな効果が得 られま
す。 

実稼働中のコンピューター・システム群とネットワークを自動運用するには、次々 と起こる様々な事象を識別し、蓄積され
た豊富な知識を活用して如何に早く的確な 対処方法を求めるかが鍵となります。汎用性を持った綿密なコンピューター・シ
ス テム運用方法を実現するには、多くの知識を蓄積する必要性がある反面、知識が豊 富であればあるほど推論に時間が必
要となり、早さと知識の豊富さは相反する条件 となります。しかし、今回開発したシステムでは、汎用プログラミング言語
に推論 機能を付加し生産性と高速推論機能を両立させたIBMナレッジツールを用いるこ とによって、豊富な知識に基づいて
迅速、的確な対応をとれるという本格的なリア ルタイム・エキスパート・システムが構築できました。 

このシステムによって自動運用されるコンピューター・システムは同社構内および 遠隔地に設置された複数の大型コン
ピューター、周辺機器、端末群やプログラム です 。 

住友金属工業と当社で開発したこのシステムでは、同社のシステム操作員が長年に わたって体得したコンピューター運用技
術を簡単な操作でシステムに蓄積できま す。各々得意分野の異なる操作員の知識をシステムに一元的に蓄積でき、どのよう
な時でもベテラン操作員によるシステム運用体制が有るかのように対応できます。 AIによる自動運用により削減される操作
時間は、より適切で効果的な運用手段の 策定等に振り向けられます。 

このコンピューター・システムとネットワークの自動運用システムは、システム監 視やネットワークの管理のための
NetView、知識を系統だって蓄えるための 関連データ・ベースであるDB2、そして本格的なリアルタイム・エキスパート・ シ
ステム構築ツールであるナレッジツールといったIBMソフトウェアをベースと するものです。特にナレッジツールを用いて
開発することにより、システム開発の 作業量は、半分以下に削減できます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上



昭和63年8月11日

IBM6100でCIM化をさらに推進
実験現場でCAEシュミレーションとデータ解析が可能に

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、11日、汎用エンジニアリング・ワークステーション「IBM6100プロフェッ
ショナル・ワークステーション」上で利用するCAEDS TM*1 （Computer-Aided　Engineering　Design　System：総合構造設
計解析システム）のソフトウェア・パッケージ、『CAEDS6100　第3版』と『CAEDS6100第3版　テスト・データ解析プログ
ラム（TDAS）』を発表しました。

CAEDSは、機械系製品の開発にあたり、設計や解析の時間の短縮や試作品や工具設計などへの投資を必要最小限に抑えて、
製品開発の様々な過程をコンピューター上でシュミレーションする機能をもつソフトウェアです。CADAM TM*2 （総合設計
製図システム：Computer-graphics　AugmentedDesign　And　Manufacturing）とともにCIMを構成する基幹ソフトウェアで、
中・大型システム用と汎用エンジニアリング・ワークステーション用がそれぞれあります。

『CAEDS6100　第3版』は、総合的な3次元設計業務をサポートする中・大型システム用の「CAEDS　第3版」（本年6月発
表）をIBM6100で利用可能にしたものです。

今回発表したIBM6100用の2つのCAEDS製品のハイライトは、『CAEDS6100　第3版　テスト・データ解析プログラム
（TDAS）』です。製品開発の過程でCAT（Computer?Aided　Testing）という試作品を使った様々な実験を行ないますが、同
ソフトウェアは、汎用エンジニアリング・ワークステーションを使って、実験現場に居ながらにして綿密・精緻な実験データ
解析を行なうとともに、それらのデータや解析結果を管理できようにするものです。現行のCAEDSでは得られなかった構造
物の振動実験の解析や、開発製品と既存の部品との適合性をチェックできます。実験・解析結果は、グラフィック端末である
IBM5080に表示できます。

実験現場での解析とデータの管理ができ、試作品の動特性（様々な条件を加えた場合に示す変化）の解析に適しているた
め、CAE分野のシュミレーション手法で、実験・解析データを統合してシュミレーションするBBA（ビルディング・ブロック・
アプローチ：Building　Block　Approach）が強化されることになります。

今回発表した『テスト・データ解析プログラム』の主な機能は次の通りです。

-部品や機構類の振動特製を調べるためのモーダル解析
-部品や機構類への加振入力や振動応答のスペクトル解析
-時間の経過とともに構造物が蓄積する疲労寿命の解析。その際、通常用いられる　52種類の物質特性のデータも登録してい
ます
-ユーザー・プログラムとも容易に連携できるインターフェース
-データ解析のための数学関数を会話形式で実行

『CAEDS6100　第3版　テスト・データ解析プログラム』と『CAEDS6100第3版』は、それぞれ単独、独立して使えますが、
両ソフトウェアともホスト・システムのCAEDSやCADAMとのインターフェースも持っているので、ホスト・システムとなる
9370や43XX、3090プロセッサーへIBM6100上での実験や解析の結果を送り、統合して利用できます。これにより、製品の開
発から生産までの工程を一貫したCIMの利用環境で一層推進できるようになります。

今回発表したソフトウェアの使用料金・利用可能時期は以下の通りです。

　 使用料金 (一括払） 利用可能時期

CAEDS6100 第 3 版 4,200,000円( 基本料金 ) 昭和63年10月

テスト・データ 解折 プログラム
CAEDS6100 第 3 版

630,000円から 昭和63年10月

＊1　IBM　Corp.の登録商標です
＊2　米国CADAM社の商標です

プレスリリースプレスリリース
IBM6100でCIM化をさらに推進



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年8月10日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OSF日本支部設立へ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本アポロコンピュータ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本ディジタルイクイップメン
ト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横河・ヒューレット・パッカード
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本アイ・ビー・エム 

日本アポロコンピュータ株式会社、日本ディジタルイクイップメント株式会社、横 河・ヒューレット・パッカード株式会
社、日本アイ・ビー・エム株式会社の4社 は、OSF（オープン・ソフトウェア・ファウンデーション）の日本での活動展開 を積
極的に推進していくため、このほど、来春早々の「OSF日本支部」（仮称） の設立に向け、支部代行業務と設立に伴なう業
務手続きを迅速に進めていくための 事務所を開設することを決めました。 

OSFは、開放的なソフトフェア環境の開発と提供をめざし、アポロ、ブル、DE C、HP、IBM、ニクスドルフ、シーメンスの
欧米のコンピューター・メーカー 7社が本年5月に設立した財団です。OSFは、世界中のコンピューターのハード ウェア、ソ
フトウェア提供会社、教育機関、政府機関、ユーザー等の加盟を得て、 特定メーカーのハードウェアに依存しないUNIX *
ベースのOS、アプリケーシ ョン・インターフェースおよびシステムの先進的な機能拡張を中立的なプロセスで 決定し、OS
を含む総合的なソフトウェア環境を開発、これを広くライセンスして いきます。
また、X／Open、POSIX等の国際的な標準に準拠していくとともに、標準 の存在しない分野については標準化に関わる諸団
体とともに、標準定義作業を進め ていきます。 

OSF日本支部は、こうした活動を国際的に連携して成功裡に推進していく一環と して設けるもので、日本でのOSFの活動の
普及、促進および日本の加盟者とOS F本部との連絡調整役を務めます。 

日本支部設立事務所は、支部の正式な発足までの暫定的な組織で、支部設立に伴な う事務上の諸手続きと準備を進めるとと
もに、正式発足までの支部の業務を代行し ます。
事務所の活動は9月1日から開始します。
日本アポロ、日本DEC、YHP、日本IBMは、それぞれこの事務所の要員を派 遣し、日本でのOSFの活動展開を強力に支援し
て行きます。
所在地は、東京都渋谷区桜丘町31−2　東急桜丘町ビル　日本アポロコンピュー タ内です。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　
上 

＊ 米国等でのAT＆Tの登録商標



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年8月3日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ISDNネットワークに対応 

　　　　　　　　　　　　　　　　　IBM7820　ISDN端末アダプターを発表 

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、3日、IBMシステムをIS DN（統合ディジタル通信網：Integrated　
Services　Dig ital　Network）に接続して、種々のネットワークを構築できるように する、IBM7820　ISDN端末アダプター
を発表しました。 

IBM7820　ISDN端末アダプターによって、IBMのシステムをISDN ネットワーク（INSネット64）に接続できるようになり、
ユーザーは、文字情 報、画像などの各種データをIBMの情報システムに統合させることができるよう になります。 

今回の発表は、今後、拡張、整備が急速に進むと思われるISDNサービスに 対し、ユーザーがISDNを利用した将来のネット
ワークを計画していくにあたっ て、速やかな検討、構築・導入準備に確実に対応していくために行なうものです。 

IBM7820　ISDN端末アダプターの大きな特長は、以下の2点です。 

今日、業界で販売されているISDN対応アダプターは、同じ種類のインターフェ ースを持った端末装置、通信制御装置、ホ
スト・コンピューターを、2つまで接続 することができます。本日発表のIBM製品の大きな特長は、2つの装置を接続す る場
合、V.24、V.35、X.21など各々異なったインターフェースを持つ 装置を同時に2つまで任意に組み合わせて利用することが
できるということです。 これによって、回線、装置などのネットワーク資源の有効利用と、柔軟なネットワ ーク構成を行
なえます。 

もうひとつの大きな特長は、充実したネットワーク管理機能です。IBMはこれま でにネットワークが正常な状態にあるかど
うかを管理するため、SNA（システム ・ネットワーク体系）に基づくネットワーク管理システム（CNM）製品を提供し てい
ます。ISDN端末アダプターについても、CNM製品であるNetView ／PCによる管理機能が提供され、ISDNネットワークを経
由したISDN端末 アダプターを集中保守管理します。 

当社は昨年10月、ディジタル交換システムとしてIBM9750ビジネス通信シ ステムを発表するとともに、ISDNサービスの特
長とメリットを充分に活用でき るこの製品をISDNに対応させていくという意向を表明しています。IBMは将 来のISDNの発
展に対し、今回のISDN製品も含め、着実に対応していき ます。 

IBM7820　ISDN端末アダプターは、ラゴード研究所（フランスIBM） で開発し、ボルドー工場（フランスIBM）で製造しま
す。 

価格、出荷予定時期は、後日発表します。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年7月29日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PS／2の高性能化に対応 

　　　　　　PC−DOSの強化版、ディスク・オペレーティング・システム4.0を発表 

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、29日、IBMパーソナルシ ステム／2 TM*1 （英文仕様）の高い処理能力
を十分に活用するため、同システム用 のオペレーティング・システムのひとつであるPC−DOSの強化版『ディスク・ オペ
レーティング・システム（DOS）4 . 0』を発表しました。 

IBMのワークステーションは、データ量の増大と、適用業務プログラムの増加と 多様化に伴なって、IBM　PC時代の16ビッ
ト機からIBMパーソナルシステ ム／2の32ビット機へと、高性能化がはかられてきています。 ソフトウェアにおいても、業
務内容の多様化と高度化に併せて、1）シングル・タ スク機能のDOS、2）複数のプログラムを同時平行処理できるマルチ・
タスク機 能をもったIBMオペレーティング・システム／2（OS／2） TM*1 、3）UN IX *2 をベースとしたIBM AIX TM*1
（Advanced　Inter active　Executive）PS／2　オペレーティング・システム、の 3種類のオペレーティング・システム（OS）
が用意されています。 

今回発表の製品は、IBM　PS／2の磁気ディスク装置の20メガから120メ ガ・バイトという大きな補助記憶域を有効に活用
し、より多くのデータを多種多彩 な適用業務プログラムで容易に処理・利用できるようにするものです。現行のPC −DOS　
3.3での補助記憶域の大きさは32メガ・バイトまでという制限があ りました。DOS　4.0はPC−DOS　3.3との互換性があり、
現行の適用 業務プログラムをそのまま使えるため、お客様がこれまで投資されてこられたソフ トウェア資産・データはその
まま有効に利用できます。
また、個々の適用業務プログラムをメニュー画面で起動できるグラフィック・イン ターフェース機能により、操作も簡単に
なります。
さらに、PS／2は最大16メガ・バイトまでメモリーを増設できますが、現行D OSでサポートするメモリー域は、最大640キ
ロ・バイトという制限がありまし た。DOS4 . 0では適用業務プログラム作成時に「LIM（Lotus (R)*3, I ntel (R)*4 ,Microsoft
(R)*5 ）4.0　EMS（Expanded Memory　Specification）」というプログラミング上の規則に 従うことにより、メモリー域す
べてを使用できます。 

使用料金と利用可能時期は、次の通りです。 

　　　　　　　　　　　　　一括払い使用料金　　　　　　　　　 利用可能予定時期 

　　　DOS　4.0　　　　　　　24,000円　　　　　　　　　　　　昭和63年8月 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上 

＊1　IBM　Crop.（米国）の商標です。
＊2　AT＆Tの開発許諾製品です。
＊3　Lotus　Development　Corporationの登録商標です。
＊4　Intel　Corporationの登録商標です。
＊5　Microsoft社の登録商標です。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年7月28日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　産業用ロボットに「人の手」の柔軟さ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京基礎研究所が実用化に成功
　　　　　　　　　　　　　藤沢工場小型磁気ディスク製造ラインで本格稼動 

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）の東京基礎研究所は、このほど、 産業用ロボットの手先に「人の手」の動
きに近い滑かさと柔軟さをもたらすコンプ ライアンス（柔らかさ）制御装置を開発しました。同時に、当社の藤沢工場と共
同 でこの装置を同工場の小型磁気ディスク装置の製造自動化ラインに投入、本格稼働 に成功しました。コンプライアンス
制御装置自体は、これまで各所で研究、試作さ れてきていますが、実際の製造現場の産業用ロボットへの適用は初めてのこ
と です。 

従来の産業用ロボットは、手首の位置決め制御しか行なわれていないため、非常に 直線的で硬い動作しかできませんでし
た。そのため、物同士の精密な結合作業など の際、衝突や破損を招くことがあり、物同士が微妙に接触しながら進める複雑
な組 み立て作業などへの適用には不向きでした。こうした作業には、衝突のショックを 和らげたり、物の形状に合わせて
手首を無理なく動かす、柔軟で繊細な動作が必要 です。これまではロボットの手先にバネなどの緩衝装置を付ける方法で、
簡単な組 み立て作業などに限って適用してきたのが実情です。 

今回、開発したコンプライアンス制御の産業用ロボットは、コンピューター制御に よって、ロボットの手先が人間の手同
様、あたかも対象物を「感じ」ているかのよ うな、柔らかな取り扱いができるばかりでなく、6自由度（前後・左右・上下そ
れ ぞれの方向に並進および回転）に独自の柔かさを設定することもできます。これに よって、従来の産業用ロボットでは
困難だった複雑、かつ微妙な組み立て作業など に、破損などの心配なく適用できるようになりました。この制御装置はIBM
パー ソナルシステム／55 TM* に接続されており、ユーザーはIBMの対話型ロボット 言語であるAML／Xを用いて、パーソナ
ルシステムからコンプライアンス制御装 置へ動作の指示を出せます。 

このロボットは藤沢工場の製造ラインの一部での稼動成功を受けて、今後、同工場 内での適用範囲をさらに広めていく予定
です。また、東京基礎研究所では、接触に よる外界の認識や作業のパターン化、手順化など、より知的なロボットの制御の
研 究をさらに推進していきます。 

技術解説 

今回開発したコンプライアンス制御産業用ロボットは、6自由度関節型のロボット の手首部に6軸の力センサーを付け、物
同士が接触する際の反力を検出し、高速演 算により、あたかも手先にバネやダンパーなどがあるかのような柔らかな動作を
し ます。この新コンプライアンス制御装置は、高速演算を行なうために複数のプロセ ッサーを使っていますが、その中心
となるのが高速浮動小数点演算プロセッサーで す。この浮動小数点演算プロセッサーは、2ミリ秒（1,000分の2秒）ごとに
検出した反力を入力として、設定された柔かさ（コンプライアンス）を保ちながら 作業を継続できるよう、ロボットの手首
の適切な位置と速度を計算し、瞬時の動き をコントロールします。これが超高速で連続して、実行されるため、作業は人の
手 で行なわれるように、きわめてなめらかに進むことになります。 

一般に、コンプライアンス制御には、大きく分けて次の二つの方法があります。
1）力を制御しやすい動力（ダイレクトドライブモーターなど）を用い、ロボットの手首の位置決めをしな
　がら適切な力を出力する方法です。この方法ですと安定した力の制御ができる反面、その大きな慣
　性により位置決め精度（位置剛性）を高くできないという欠点があります。

2）位置を制御しやすい動力（減速機付き直流モーターなど）を用い、ロボットの手首の力を加減しな
　がら適切な位置に動かす方法です。今日の産業用ロボットに多く採用されていますが、位置剛性を
　高くできる反面、安定した力の制御がしにくいという欠点があります。 

今回開発した装置は、現実の作業では高い位置剛性が要求される場合が多いことか ら、減速機付き直流モーターなどの位置
を制御しやすい動力を用い、力を検出し、 適切な位置に動かす方法を採用しています。高速のプロセッサーを複数用いた高
速 演算によって、機械系の固有振動数により遥かに高い500Hzでコンプライアン スの制御を行なっています。これにより、
産業用ロボットを使ったコンプライアン ス制御としては、すぐれた性能を発揮しており、実際の製造ラインでも着実に 働
き、藤沢工場での小型磁気ディスク装置の量産に有効に働いています。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
以上 

＊：IBM　Corp.（米国）の商標です。



　　　　　　　慶應義塾大学に対し、寄付講座開設のための費用を日本アイ・ビー・エムが寄贈 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慶應義塾大学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本アイ・ビー・エム株式会社 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年7月20
日 

慶應義塾大学（石川忠雄塾長）と日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長） は、20日、同大学理工学部の創立50周年
に際し開設される4年間の寄付講座開設 のための費用として、日本アイ・ビー・エムから1億2,000万円の寄贈を 受ける、と発
表しました。 

贈呈は、本日午後1時より、慶應義塾大学　三田校舎にて、椎名社長から石川塾長に 対して行なわれました。 

科学技術の急速な進歩や高度化に伴なって大学における先端技術研究の重要性と社会 的な要請は年々高まって来ています。
また、研究活動面での学際化、国際化の傾向も ますます進展して来ており、大学の果たすべき役割はさらに重要になって来
て います。 

慶應義塾大学では、このような環境下で、研究・教育機関としての役割と社会的な要 請に的確に対応して行くためには、大
学自身の努力・能力はもとより、大学外の諸々 の活力も取り込み、十分に活用させることも重要な施策と考えています。さ
らに、研 究・開発の場を社会的に開放することも考え合わせ、そのための一つの方策として寄 付講座を位置付け、今回、日
本アイ・ビー・エムから寄贈を受けるものです。 

日本アイ・ビー・エムでは、これまでも海外での研究活動の機会を若手研究者に提供 する「IBMフェローシップ・プログラ
ム」や、日本の基礎科学研究の振興と同分野 における優れた人材の育成に寄与することを目的とした「日本IBM科学賞」の
設置 などで、わが国の学術・研究・教育活動への貢献を通じ、社会の発展の一助となるよ う努めて来ています。 

今回の寄付講座もこうした社会貢献活動の一環として行なうもので、大学における研 究・教育活動面での国際化をより進展
させるとともに、最先端の技術を追究して行く 上で望ましい環境を大学に対して提供することを目的としています。このた
め、当寄 付講座には外国人研究者を講師として招聘してもらうことを期待しています。 寄付講座の概要 

1.寄付金額　　1億2,000万円（総額） 

2.期　間　　　昭和64年度～67年度（4年間） 

3.受け入れ部門　慶應義塾大学　理工学部 

4.寄付講座の主な内容 

−計算機科学の基礎、特に計算機ソフトウェアの基礎となる各種理論と概念の体系化 

−高性能計算機システムを実現するためのアーキテクチャーとシステム・ソフト 　ウェア 

−計算機利用の基礎となるプログラミングおよびプログラム言語とその処理 

−先進的な計算機の基礎技術となる人工知能、非数値処理およびパターン処理とその応用 

−高度かつ広範囲な応用の基礎となる情報処理技術および情報処理システム 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上 

（補足資料）
　　　　　　　　　　　　　　　　日本アイ・ビー・エム株式会社の社会貢献活動 



日本アイ・ビー・エム株式会社は、国際企業IBMの一員として、日本での事業を進 めるとともに、IBMの経営理念の一つであ
る「社会への貢献」を創立以来、実践し て来ています。また、こうした活動を通じて社会との調和を図りながら「良き企業
市 民 (グッド・コーポレート・シチズン)」となることを目的とし、教育の振興と国際人の養成、科学 技術、学術、医療な
ど、幅広い分野において種々の社会貢献活動を展開しています。 

主な活動分野とその内容は、以下の通りです。 

●障害者福祉活動　：　障害者の施設の支援、リハビリテーションの支援教育・研究・文化面での支
　　　　　　　　　　　　　　援など、あらゆる側面から障害者の社会復帰を目指した援助活動
　　　　　　　　　　　　　・全国障害者技能競技大会
　　　　　　　　　　　　　・IBMウェルフェア・コンサート
　　　　　　　　　　　　　・重度障害者・情報処理技術者育成事業
　　　　　　　　　　　　　・大分国際車イス・マラソン
　　　　　　　　　　　　　・全国身障スポーツ大会
　　　　　　　　　　　　　・盲人野球大会 

●医療研究支援活動　：　癌、先天代謝異常の撲滅
　　　　　　　　　　　　　　　　・ ( 財 ) 癌研究会・国立癌センター支援
　　　　　　　　　　　　　　　　・先天代謝異常研究助成 

●文化支援活動　：　欧米文化と日本文化の交流や日本の伝統文化の保護を基本とする多様な支
　　　　　　　　　　　　　援活動
　　　　　　　　　　　　　・民族学情報有効利用（国立民族学博物館との共同研究）
　　　　　　　　　　　　　・アジア・バレエ・コンクール日本人賞
　　　　　　　　　　　　　・交響楽振興協会
　　　　　　　　　　　　　・飛鳥保存協会 

●教育支援活動　：　優れた教育機会の増進、教育資産の増強を目的とする多面的な支援活動
　　　　　　　　　　　　　・IBM新渡戸フェローシップ
　　　　　　　　　　　　　・IBMフルブライトフェローシップ
　　　　　　　　　　　　　・ユナイテッド・ワールド・カレッジ
　　　　　　　　　　　　　・大学間ネットワーク（東京理科大との共同研究）
　　　　　　　　　　　　　・CAD／CAMの教育分野での高度利用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 東京大学との共同研究 )
●科学支援活動　：　日本の科学・技術の振興、学術の国際交流を目的とした各種プログラムの提供
　　　　　　　　　　　　・IBMフェローシップ・プログラム
　　　　　　　　　　　　・日本IBM科学賞 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年7月19日 

　　　　　　　　　　　　　−パーソナルシステムでより柔軟な機能を提供− 

　　　　　　　　　　　　　　　IBMパーソナルシステム／55 TM*1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関連ソフトウェアの発表 

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、19日、IBMパーソナルシ ステム／55で利用できる新しいソフトウェアを
発表するとともに、モデル557 0−T、5550−S／T（昭和63年4月発表）以前の機種でしか利用できなか ったプログラムを同モ
デルでも使えるようにした、と発表しました。 

今回発表のアプリケーション・プログラムによって、IBMパーソナルシステム／ 55の利用範囲はさらに拡がるとともに、モ
デル5570−T、5550−S／T が持つ機能をより広い分野で活用できるようになります。 

IBMパーソナルシステム／55は、32ビット・マイクロ・プロセッサー搭載、 マイクロ・チャネル・アーキテクャー、大容量磁気
ディスク装置を装備したモデル 5570−T、5550−S／Tから、個人用・入門用の最下位機種モデル553 0（昭和62年5月発表）、
省スペース設計で充実した通信機能を持ったラップ・ トップ型パソコンのモデル5535（昭和62年9月発表）まで幅広い製品
体系を 持っており、幅広い分野において様々な形態で利用されています。 

−本日発表の主な新製品は、以下の通りです。 

●MASTER　DESIGNERシリーズ
電子回路設計のための対話型CADシステムです。基本となる5種類のベース・プ ログラムと様々な機能を追加するための11
種類のオプション・プログラムからな り、回路設計、デジタル回路のシミュレーション、プリント回路基盤の自動配線・ 設
計などを、画面上で対話型式によって処理できます 

●RPG　2　Professional
報告書作成のための言語プログラムです。ユーザーは予め用意されている項目に関 し、各々に合った内容を入力するだけ
で、要望と合致した独自のプログラムを容易 に作成することができます 

●1−2−3　Repo TM*2 R1J
Lotus1−2−3 TM*3 の機能をさらに拡張する機能追加プログラムです。表計 算、グラフ作成、データ・ベース、ワープロなど
の機能に加え、予め保有している データを活用し、見積書、請求書、ラベル、顧客リストなどの帳票を容易に作成で きる
ようにします 

●POP　graph＋
ビジネス環境で幅広く利用できるグラフ作成用のプログラムです。表計算用のプロ グラムであるMultiplan TM*4 や
Lotus1−2−3の画面上から直接デ ータを取り込んで、瞬時にグラフを表示します。利用できるグラフの形式も11種 類と豊富
です 

−IBMパーソナルシステム／55のモデル5570−T、5550−S／Tでも 　利用できるようになった主なソフトウェア製品は、以下
の通りです。 

●一太郎 TM*5
効率的な漢字入力システムおよび高度な編集機能を備えた日本語ワードプロセッサ ーです。キーボードから入力するのと並
行して自動的に漢字かな混じり文に変換す る逐次自動かな漢字変換機能や、ウィンドー機能などによって、ユーザーの多種
多 様なニーズに柔軟に対応できる様々な編集機能を提供します 

●漢字情報検索プログラム
外部の商用データ・ベースを検索し、画面表示、印刷ができるようにするプログラ ムです。これによって、モデル5570−T、
5550−S／Tは情報検索用の漢 字オンライン端末としても利用できるようになります 

●全銀ベーシック手順支援プログラム
「全銀協パーソナル・コンピューター用標準通信プロトコル・ベーシック手順」に 基づいたファーム・バンキング用の通信制
御プログラムです。これによって、モデ ル5570−T、5550−S／Tは、同じ通信手順を持つ銀行のホスト・コンピ ューターと接
続してファーム・バンキング端末としても利用できるようになります 

●EZ−VU　2
アプリケーション・プログラムの画面設計を行なう開発支援プログラムとそれを実 際に利用できるようにする実行支援プロ
グラムがあります。これらのプログラムを 利用することにより、一連の業務を行なうプログラムと画面を処理するプログラ
ム とを分けることができるので、画面内容の変更も簡単にでき、開発・維持が容易に 行なえます 

なお、本日発表製品の価格、出荷時期は、以下の通りです。 



　　　　　　　　　 製品名　　　　　　　　　　　　 価格（円）　　　　　　　　　出荷時期
　　　　　　　　　　−−−　　　　　　　　　　　　　　−−−−−　　　　　　　　　　　−−−− 

MASTER DESIGNER　　　　　　　　　　　3,500,000　　　　　　　1988 年 9 月 30 日 

RPG 2 PROFESSIONAL　　　　　　　　　　160,000　　　　　　　1988 年 9 月 30 日 

1-2-3 REPO R1J　　　　　　　　　　　　　　　　35,000　　　　　　　1988 年 7 月 19 日 

POP GRAPH +　　　　　　　　　　　　　　　　　36,000　　　　　　　1988 年 8 月 31 日 

一太郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　68,000　　　　　　　1988 年 8 月 10 日 

漢字情報検索 プログラム　　　　　　　　　　　50,000　　　　　　　　1988 年 7 月 29 日 

全銀ベーシック手順支援 プログラム　　　　　23,500　　　　　　　1988 年 8 月 31 日 

EZ-VU 2実行支援　　　　　　　　　　　　　　　20,000　　　　　　　　1988 年 8 月 31 日 

EZ-VU 2開発支援　　　　　　　　　　　　　　　75,000　　　　　　　　1988 年 8 月 31 日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　
上 

＊1　IBM　Corp.（米国）の商標
＊2　エー・エム・アール株式会社の商標
＊3　Lotus　Developmant　Corp.の商標
＊4　米国マイクロソフト社の商標
＊5　株式会社ジャストシステムの商標



ご参考資料 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年7月18日 

123年前の夢が現実に・・・・・・
世界で初めてベンゼン分子の映像化に成功 

　　　　　　　　　　　　　　研究リーダーは日本アイ・ビー・エムの女性研究員 

　　　　　　　　　　　　　　　（7月18日、米国カリフォルニア州サンノゼ発） 

IBMアルマデン研究所（米国カリフォルニア州）は、原子レベルの解像度でベン ゼン分子を映像化することに世界で初めて
成功しました。これら一連の映像は、金 属表面に吸着したベンゼン分子の環状構造を詳細にとらえており、前世紀の化学者
が夢に見た分子の形が、遂に現実のイメージとして確認されたことになります。こ の映像化はIBMチューリッヒ研究所の
ローラ博士らが開発し、1986年度のノ ーベル物理学賞を受賞した走査型トンネル顕微鏡（STM）によってなし遂げられ た
新たな成果となりました。 

ベンゼンなどの有機分子はガソリン、溶媒、潤滑油、医療品等、数多くの重要な用 途があります。これらの有機化合物は、
固体表面上での化学反応によって合成され ますが、固体表面に吸着した有機分子の映像化の成功により、このような複雑な
表 面化学反応を理解する上で、きわめて重要な手がかりが得られたことになります。 

今回、ベンゼンを研究対象に選んだ理由は、化学的に安定していることと、ドイツ の化学者、アウグスト・ケクレが1865年
に提唱したように、その独特な環状構 造によります。ベンゼンの化学成分は1825年にすでに明らかになっていました が、6
個の炭素原子と6個の水素原子がどのように配列してベンゼン分子を構成し ているか、という分子の形状については当時の
化学者はまだ解答を得ることができ ませんでした。 

ケクレもこの難問に取り組んでいた一人でしたが、1865年、彼は夢の中でヘビ が体をくねらせ、自分の尾を噛んで「輪」
のようになっている姿を見ました。この 夢にひらめいたケクレは、線状をしている他の有機分子と異なり、ベンゼン分子も
環状構造をしているのだ、と提唱しました。 

ケクレが提唱したこのベンゼンの分子構造は、その後、X線回折などの近代的化学 分析手法によって確認されましたが、実
際にベンゼン分子の実像を捉えたのは、S TMによる今回の成果が初めてのものです。 

今回の研究を行なったスタッフは、大谷比呂子（33歳、日本アイ・ビー・エム大 和研究所技術推進応用技術）をリーダー
に、IBMアルマデン研究所のR.J・ウ ィルソン、S.チェン、C.M.メイトの計4人です。大谷は1981年、日本ア イ・ビー・エムに
入社、当社の海外留学制度を利用し、84年から4年間の予定で カリフォルニア大学バークレー校の博士課程に留学、G.A.ソ
モルジャイ教授の 研究室で、今回の成果のベースになった固体表面の分子の化学結合をテーマに、研 究活動を行なってい
ます。 

＜＜技術補足＞＞ 

走査型トンネル顕微鏡（STM）は、物質表面の原子像を眼で見たように捉えるこ とのできる装置で、1981年にIBMチュー
リッヒ研究所のG.ビニッヒとH. ローラーの2人によって発明されました。この功績で2人は1986年度のノーベ ル物理学賞を
授与されています。 

STMの動作環境は、比較的簡単です。まず、小さな、非常に先のとがった金属の 探針を測定試料表面に10オングーストロー
ム以内の距離まで近付けます（1オン グーストロームは1億分の1センチメートル）。次に、この探針に電圧を加えると 探針
と測定試料の間を微小な電流（トンネル電流）が流れます。そして、このトン ネル電流の値は、探針と試料表面との距離に
よって敏感に変化するため、探針と試 料との距離をモニターするのに使えるというわけです。 

つまり、探針と試料との距離を一定に保ちながら、探針で試料表面を走査、その時 々の探針の位置を計測すれば、試料表面
の原子像が得られるというわけです。最終 的な試料表面の「立体地図」は、生のデータをコンピューター処理することに
よっ て得られます。 

STMを用いてシリコンやグラファイトのような、固体の表面の原子像を得ること は比較的やさしいことですが、金属表面上
に吸着した分子の像を捉えてそれを固定 することは困難でした。これは、分子は電導性が悪く、また、測定中に表面を動き
まわるからです。こうした問題点を解決するため、IBMでは測定上の種々の工夫 をしました。自動車の排気ガス処理用の触
媒として用いられる金属・ロジウムを試 料として使い、これを真空容器の中に入れ、測定は全て真空中で行なわれました。
まず、ロジウム表面の数原子層を取り除いて、清浄な表面を準備します。それから ベンゼンを真空容器中に導入します。こ
のとき、ベンゼンはロジウム表面に化学結 合しているものの、表面上を動きまわるため、ぼやけたSTM像しか得られませ
ん。 

これを防ぐため、さらに一酸化炭素を混入しました。これによって、ベンゼンと一 酸化炭素の両分子が表面に規則的に配列



して化学吸着され、STMでの測定中に分 子が動きまわってピンボケになるのを防止できました。このロジウム−ベンゼン−
一酸化炭素の系は、従来からカリフォルニア大学バークレー校で研究されていま す。 

こうして最終的に得られたSTM像は、明瞭に個々のベンゼン分子の環状構造を良 好なコントラストで写し出すことに成功し
ました。一方、同時に存在する一酸化炭 素分子が、ほとんどイメージとして現れないのは、分子の種類によって金属に結合
している時の電子状態に相違があるためと考えられます。今回の研究成果は一定の 条件下では、ベンゼンを「固定する」役
割を果しながら、自らはほとんど姿を見せ ない、という一酸化炭素の性格をうまく利用したわけです。なお、一酸化炭素を
映 像化するためには、より高いバイアス電圧が必要と考えられます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
以　上



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年7月18
日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衛星通信による研修ネットワーク 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「札幌教室」も開設 

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、18日、全国に設けられた教 室を衛星通信で結び、お客様を主な対象に
してコンピューター研修を行なう、『I SEN（対話式衛星通信研修ネットワーク：Interactive　Satel lite　Education　
Network）』の教室を札幌にも開設したと 発表しました。 

『ISEN』は東京の研修センターでの講義の音声・映像を、通信衛星「さくら 号」を介して全国の教室に送り、同時研修を行
なうものです。昭和62年10月 に、まず大阪、名古屋、福岡の3都市と東京のセンターの間で本格稼働し、現在ま でに約
4,000名のお客様がご利用されています。 

このシステムの特長は映像の同時送受信はもとより、衛星回線とは別にスタジオと 教室を結んでいる地上回線によって、音
声も同時送受信が可能になったことです。 受講者は、机の上のボタン操作でスタジオの講師とリアルタイムの応答ができ、
あ たかも一人の講師によって、ひとつの教室で講義が行なわれているのと同じ効果を 上げることができます。広範囲にわ
たる多数のお客様が、きめの細かな研修サービ スを一度に受けられるわけです。さらにビデオ、パソコンなどの機器類を駆
使し、 より密度の高い、効果的な講義が展開できる点も、このシステムのすぐれた特長に なっています。また、各教室の
定員はすべて12人に限定、少人数で静かな教室環 境を実現できたことも、このシステムならではのことです。 

『ISEN』を利用することにより、お客さまは遠隔地に居ながら、東京のセンタ ーと同じ講義を受けることができ、出張に
伴う経費、時間などの負担から解放され るわけで、そのメリットははかり知れず、たいへんな好評をいただいています。 

今回の「札幌教室」の開設により、『ISEN』のネットワークは全国5都市を結 ぶことになります。また、札幌に続き本年10
月には仙台、さらに来年以降、高 松、沖縄、金沢、広島、静岡に順次開設し、昭和65年には全国11都市を結ぶ研 修ネット
ワークが完成する予定です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年7月14日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　英日機械翻訳システムを開発 

　　　　　　　　　　　　　　−　日本アイ・ビー・エム　東京基礎研究所　− 

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）の東京基礎研究所（千代田区三番 町）は、このほど英文文書を日本語に翻
訳するソフトウェア−SHALT（Sys tem　for　Human　Assisted　Language　Trasl ation：英日機械翻訳システム−仮称）の開
発に成功し、社内におけるIBM 製品の英文マニュアルの邦訳作業に使用を開始しました。 

今回開発した英日機械翻訳システム（SHALT）の大きな特長は、東京基礎研究 所で独自に開発した高度な翻訳アルゴリズム
を採用することにより、より品質の高 い日本文が得られるため、人間による後編集の作業が容易で、効率の良い翻訳作業
が可能になります。また、昨年暮より始めた試用実験によれば、翻訳作業の生産性 が従来の人手による方法に比べて1.5～3
倍程度向上する見通しが得られま した。 

この機械翻訳システムは、トランスファー方式、一般に広く知られている機械翻訳 方式を採用しています。システムの大き
な特長・機能は、翻訳手順に従うと次の3 つに集約されます。 

・英文解析機能：　英語の原文の各語の品詞を識別し、各語句の文法的役割（主語や目的語等）
　　　　　　　　　　　を明確にします 

・英日トランスファー機能：　最終的により自然な日本語を得られるようにするため、英文を解析した
　　　　　　　　　　　　　　　　　結果を、別の英語表現に一たん変換し、さらにそれを日本語の中間表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　に変換します。 

・日本文生成機能：　日本語の中間表現から、必要に応じ読点をつけたり、文を2つに分けたりして、
　　　　　　　　　　　　　最終的な日本文を作りだします 

また、実用レベルに近い品質の日本語を得るためには、豊富な語彙が必要です。そ のため、英日翻訳辞書が重要な意味を持
ちますが、当システムでは対象分野での言 語現象の詳細な分析に基づいて、次の3種類の翻訳辞書が用意されています。 

・ユーザー用語辞書：　現在のユーザーごとの特有の語句、約3000～7000語を登録しています
・専門用語辞書：　IBMで使用している情報処理用語を中心として、約20,000語を登録しています
・一般用語辞書：　市販の辞書から抜き出し、約50,000語を登録しています 

当システムを使っての具体的な翻訳作業は、次のように行なわれます。まず最初 に、これから訳そうとする英文文書をシス
テムに入れます。次に未登録語検索プロ グラムを使って英文中の未知語を抽出します。抽出した語に対し、翻訳者が訳語づ
けを行ない、これをユーザー辞書に登録します。次に、英文文書をトランスファー 方式で翻訳、日本語の出力を得ます。そ
の日本語文書を、最終的に人間がチェック して、日本語テキストとして完成させます。 

日本アイ・ビー・エムでは、SHALTにより翻訳された最初の邦文マニュアル「 IBM3174制御装置解説書」を、7月中旬に出版
します。 

なお、当機械翻訳システムは、LISP／VM言語で書かれており、VM（仮想計 算機）システムのもとで稼働します。東京基礎
研究所では、IBM3081プロセ ッサー上で研究を進めてきました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年7月11
日 

　　　　　　　　　　　　　　企業における経営戦略シミュレーションを支援する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MATPLAN * −EXPERT
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発表 

日本アイ・ビー・エム株式会社（椎名武雄社長）は、11日、経営戦略の立案に際 し、「もしこうすれば、どうなるか」とい
うシミュレーションを汎用中・大型コン ピューターで速やかに行う、意思決定支援のためのソフトウェア『MATPLAN
−EXPERT』を発表しました。 

多くの企業では経営戦略の立案にあたって、財務、管理、事業計画、原価管理、生 産計画、販売計画など種々の部門が相互
に関わりあって、全社的な経営戦略を立案 しています。その際にシミュレーション・モデルを使うと経営戦略を多角的に練
る ことができ、より的確な意思決定が行えるようになります。 

しかし、立案作業には試行錯誤や代替案との比較などがつきものであり、「試行の 繰り返しをその都度プログラミングして
いたのでは迅速な対応が出来ない」、「経 営の根幹となる戦略の立案ゆえ、多くの部門の責任者の眼で重要なデータ項目と
そ れらがどう使われ、どう関係しあうかをあらかじめチェック、確認しておきたい。 プログラムを読めない人にも分る方
法はないものか」などの要求が多く出てい ます。 

今回発表のMATPLAN−EXPERTは、これまで、プログラミングで行って いたシミュレーションを、一覧性にすぐれた表の形
にするという作業で、できるよ うにします。従って、データやその項目、さらに項目間の関連性の変更に対し、柔 軟に対
応できるようになるとともに、プログラミングの知識がなくてもデータの処 理手順が確実に把握できるようになります。 

MATPLAN−EXPERTの主な特長は次のとおりです。 

−IBMの意思決定支援ソフトウェアのひとつであるAS（Application　System）とこのMAT
　PLAN−EXPERTは、リレーショナル・データ・ベースを経由してデータの受け渡しができます
　。従ってデータの抽出、加工、表示などを易しく行えるASと補完しながら表やグラフを活用し
　た説得力のある立案資料が作成できます 

−各部門で作成した表を有機的に統合する表形式（2階層技法）により、部門ごとの業務の進捗
　にあわせて柔軟にシミュレーションができます 

−表形式でデータの相互関係と因果記述が誰にでも分るように記述されるので（構造マトリック
　ス手法）、表を見るだけで計算の流れと方法が把握できます。従って、システム監査も容易にで
　きます 

−汎用大型コンピューターであるIBM3090プロセッサーに、スーパーコンピューターの機能を
　与える「ベクトル機構」を備えたシステムでは、より早いシミュレーションができます 

　　　　　　　　製　　品　　名　　　　　　　　一括払い利用料金　　　　　　　　　　利用可能予定時期
　　　　　　−−−−−−−−−−−−−−　　　　　　　−−−−−−−−　　　　　　　　　　　　　　−−−−−−−−
　　　　　MATPLAN−EXPERT　　　　　　　　735万円　　　　　　　　　　　　　　　1988年8月 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 以上 

＊：IBM　Corp.（米国）の登録商標です。
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